
鯨
纏縫

蛤
柵

皿叢

資
本
主
義
経
済
學

と
自
然
法

則

・

納

税
義
務
者

と
し

て

の
國
家

・

・

階

級

に
就

い
て

・

・

…

時
}

蛤
繭

養
篇
業
の
振
張
及
び
改
善

農
業
不
動
産
金
融
二

股
不
動
産
金
融

読

苑

個
人
主
義
反
吐
會
主
義
局
外
観

苗
岡
山
藩
の
肚
公
法
に
就
て

.

蕪
}

蜘蘇

地
租
の
改
暦
に
就
て

・

一
白
耳
藤

藁

保
険
製

に
就
て

法
學
博
士

法
學
博
+

文
學
博
士

河

上

肇

神

戸

正

雄

高

田

保

馬

法
學
博
士

戸

田

海

市

渋
墨
博
士

河

田

嗣

郎

法
學
樽
圭

財

部

静

治

輝
濟
學
士

黒

正

厳

法
學
博
士

小

川

郷

太

郎

法

學

士

一

戸

ご

郎

`



ゴ

納
税
義
務
者
ご
し
.て
の
画
家

戸

正

雄

緒
言

(本
研
究
の
目
的
)

ラ

ラ

篁

段

魏

義

者
の
歳

的
説
明
(↓
雑

嚢

に
於
け
・
納
婁

務
者
、
に
納
税
霧

雪

し
琵

癸

噴

霧

高

統
治
團
撞

く

ラ

ラ

　

第
二
段

羅

の
親

霧

者
・
し
て
の
國
峯

↓
高

望

萬

香
嚢

由
・・其
儀

い
畠

あ

諺

舞

蜂

由
な
し
・、
の
灌

棄

塞

釜

の
爲
め
に
ぜ
ら
れ
民
業

ε
競
争

ゼ
す

こ
の
試
口
牧
人
が
公
共
的
費
用
に
充
て
ら

ろ
う
故

に
課
税

に
及
ば
す

ぞ、
の
設
億
課
税
に
無
用
不
縄
濟

ぐ、
の

　

ラ

ラ

タ

軸

國
に
純
所
得
・・
い
ふ
べ
吾
も
の
な
と

の
説
、
@

是

理
由
⑮
國
の
財
政
饗

上
偶
民
業
の
利
掃
上
、
値
地
方
財
肇

に
實
現
方
法
の
提
案

く

う

ラ

ラ

ラ

ラ

第
三
段

地
方
携

納
税
霧

書

し
て
の
國
家

(↑
實
例
に
講

讐

轟

由
垂

蚤

@
上
下
干
係
秦

。
・、の
諺

國
の
蘂

暴

利
警

う

ら
ず
ε
の
説
両
取
入
が
公
益
の
爲

め
に
支
出
さ
㌧
ろ
故
に
課
す
、へ
か
ら
す

ミ
の
説

佃
全
部
に
封
ず
ろ
部
分

の
犠
牲

ぜ㌧
し
て
課
税
た
遠
慮
す
べ
し
ぜ、

く

じ

ラ

ラ

ラ

タ

の
設
ほ」
國
地
方
相
互
補
助
干
係

あ
る
の
故

に
課
税
穏
嘗
な
ら
ず

ミ
の
脱
俗
相
互
課
税
は
無
用

ぐ」
の
説
ω
山尽

幽理
山
@
地
方
財
政
の
困
難
の
救
済
伍

く

　

ラ

ラ

ラ

　

公

正
の
要
求
の
地
方
内
私
人
の
過
重
員
櫓

の
緩
和
に
各
地
方
間
の
不
平
等
責
循
の
救
済
構
図

の
財
政
経
理

の
改
善
俗
民
業
利
益
の
保
全
に
實
現
方

(

(

隔

法

の
提
案
)

結
論
(全
文
の
要
旨
)結

晶諸
口

国
家
は
課
税
権
者
で
あ
り
最
高
の
統
治
権
看
で
あ
る
、
随

ふ
て
国
家
は
租
税
を
賦
課
徴
牧
す
れ
こ
も
、
租
税
を

賦
課
徴
牧
さ
る
、
こ
ε
あ
る
べ
か
ら
す
ご
は
、
普
通
に
人
の
考
ふ
る
所
で
あ
る
が
、
實
際
に
は
國
家
も
租
税
を
賦

論

叢

納
税
義
務
者
{

て
の
国
家

筑
.+
六
巻

(第

二
號

一
五
)

二
八

一

■



論

叢

納
税
霧

蒼

し
て
の
画
家

第
†
六
巻

(第
二
號

一
さ

二
八
二

課

さ
る

、
こ
ε
が
あ

り
、
地

方
團
燈

に
よ
り

て
賦
課

さ
る

、
の
み
な
ら
ず

、
国

家
が
国

家
自
ら

に
賦
課

す

る
こ
ご

が

あ
り
、
そ
し

て
理

論
上
の
考
察

は
其

の
實
際

あ

る
よ
b
も
以
上

に
之
を
至
當

ε
す

る
所

で
あ

る
。
此
事
は
従
来

比
較
的
閑

却

さ
れ
て
居

る
け

れ
.ε
も
理
論
上

ご
し
て

は
頗

る
興
味

め
る

こ
ご
で
あ

る
の
み
な
ら
す

、
實

際
問
題

ご

し
て
も

特

に
日
本
な

ご
で
は
國

及
地

方
桃

の
正
當
な

る
賦
課
方
法

を
定

め

る
こ
ε
が
重
要

な
未
決
案

件

の

一
な

る

の
故

に
〔註

こ
、
藪

に
之
が
特

別

の
研
究

を
試

む

る
も

亦
無

意
義

で
な

い
。
之

ξ
並
行

し
て
考
慮
す

べ
き
姉
妹
關
係
.

り
問
題

ε
し

て
は
地

方
團
膿

が
納
税
義
務
者

ε
な

る
場
合

ε
君
主

及
其

一
族
が
納
税
義
務
者

ε
な

る
場
合

ε
が
あ

る
が
、
其

は
後
文

に
譲

る
。

(註
ご

ヘ
ア
フ
ル
士
に
、
地
方
税
制
度
の
統

一
あ
り
且
つ
不
等
な
る
規
定
久
此
方
面
.に
現
拭
ろ
ゐ
矛
盾
の
排
除
の
必
要
が
曹
魯
酉
に
て
は
既
に
永
き

塒
以
来
感
ず
べ
音
も
の
で
め
っ
た
ミ
い
ふ
て
居
る
粧

其
ば
移
し
て
日
本
の
今
日
に
富
矯
め
ろ
こ
ご
心
得
る
。

第
二
.段

納
税
義
務
者
の

一
般
的
説
明

ラ↓
租
税
定
義
に
於
け
る
納
税
義
務
者

一

隅
家
が
納
税
義
務
看
た
り
得
る
や
を
労
ふ
る
前
に
、
先
づ
從
來
租
税
定

(義

に
於

て
此
義
務
者

を
人
民

に
隈

つ
た

か
將
た
国
家

を

も
包
容

し

て
現
は

し
だ

か
を
検
す

る
を
.要
す

る
、
今
諸
學

者

の
租
税
定
義

を
検

す

る
に
、
此
義
務

者
を
專

ら
人

民

、
国

民
又

は
公
民

に
限

っ
た
が
あ

る
け
れ

こ
も

ハ註
二
)、
其

で
は
挾

き
に
失
す

る
(註
三
)
、
外
国
人

に
賦
課

さ
る

、
の
を
包
容
す

る
こ
ご
能
は
す

(註
四
)、
旦

っ
統
治
團
腸

た

る
國

嫁
天

恩
地
方
欄
禮

記
賦
課

さ
る

、
の
を
も
入

る

Σ
こ

ε
が
娼

來

楓
か
ら

で
あ
る
。

私
人

ε

い
ひ
(註
五
)
、
住
民

ご
凝

1)Horfurlh,Daspreuss.1{ommunalsヒeuer-Notgesetzvomz7.Ju王i∫885.

(F.inallzArchiv.IHJg)S,169,



'

ふ
の
も

(註
六
)、
其

に
て
外

國
人

は
含

み
得
る
が
何

は
之

に
て
統

治
團
騰

を

入
れ
る

こ
ご
が
出
來

漁
こ

い
ふ
の
で
、

或
は
距

に
個

別
純
濟

亡

い
ひ
(註
七
)、
或

は
人

ご

い
ひ
人
文
は
人

の
團
艦

ε

い
ひ
(註
八
∀、
或

は
自

然
人
叉
は

法
人

ご

い
ふ
(註
九
)、
が
あ

る
。
併

し
其

れ
で
は

叉
義

務
者

の
内
容

が
明

か
で
な
く

(註
一
〇
)
、
其

位
な
ら
ば

い
は
煎
が
ま
し

亡
も
汚

へ
ら

る

＼
。
或

は
之
を
定
義

の
中

に
謳

ふ
に
及

ば

諏
ご
あ

っ
て
之
を
指

示
せ
ざ

る
が
あ

る
(註
=

)、
併

し

.

叉
其

に
て
も
物
足
ら

澱
ε
み

っ
て
、
公

共
團
艦

の
從
瀦
音

叉
は
公
共
團
艘

に
從
庸

す

る
個
別
経

済

ε

か
(註

=
こ
、

團
艦
員
的

に
從
臆

す

る
個
別
経

済

ε

か
(註
一
三
)
、

い
ふ
こ
ε
に
て
意
味

は

一
居

明
か
ご
な
り
而

か
も
上

記
の
外

国

入
や
統
治
團

鵬
な
ご
狩
も
含

み

得

る
の
便
は

あ
る
が

、
佃

ほ
其

從
厩

ε

い
ふ
詞

が
国
家
が
地

方
税
を
納

む

る
場

合

に
は
蓮
當

な
ら
す

だ

い
ふ
嫌

が

め

る
。
此

に
於

て
か
人

民
又
は
準
人
民

ε
い
ふ
詞
を
用
ひ

る
も
め
り
「〔蓮

田
・、
或

は
統
治

團
禮

が
統

治

團
禮

ε
し

て
の
給
付

に
も
非

ざ

る
も

の
こ

い
ふ
が

あ
る
「註

一
五
V、
此
等

の
中
、
其

の
如

何
な

る
詞

を
用

ゆ

る
・習
以

て
最
選

ぷ

べ
し

ご
す

る
か
は
兎

に
角

ε
し

て
、
學

者

が
.相

槍
の
定
義

を
作

る
に

つ
い
て
も
此

統

治
團
髄

を

も
義
務
者

ε
す

る

こ
と

の
あ
り
得

る
こ
ε
に
顧
慮

し
て
苦

・恥
し
た
跡
は
窺
は

れ

る
。
'

(駐
二
)例
之
、
ニ
ッ
チ
ば
、
租
挽
、こ
に
人
民
が
国
家
及
行
政
上
の
地
方
椹
力
へ
、
其
集
合
的
需
要
の
充
足
に
照
す
ゐ
薦
め
に
義
、務
的
に
興
ふ
ろ
所
の

富
の
部
分
で
あ
.る
ご
い
ひ
、
バ
リ
ュ
ー
も
、
租
税
ご
ば
公
費
に
癒
す
ろ
爲
め
に
人
民
の
財
産
叉
ぱ
行
爲
の
上
に
国
家
に
よ
り
て
行
ぱ
う
ろ
上
前
刎

、
で
め
ゐ
ぐ」
い
ふ
。
そ
れ
か
ら
ラ
ウ
も
、
租
.税
己
い
ふ
詞
の
下
F
入
ぱ
往
々
に
し
て
慶
翁
・」
て
に
人
民
に
、
画
家
椹
力
玉
り
國
畳
の
支
辨
の
爲
め
に

課
徴
ぜ
ら
み
る
凡
.へ
て
の
支
辨
な
解
す
ぐ」爲
し
、
カ
イ
ヅ
ル
も
、
租
税
ミ
は
】般
報
償
原
則
.匡
從
ひ
、
人
民
の
全
部
叉
ば
「
部
に
、
其
他
の
攻
入

に
よ
り
て
ば
充
た
さ
れ
ざ
ろ
叉
に
充
た
す
べ
か
ら
ざ
ろ
公
共
行
政
の
支
出
の
充
足
の
.爲
め
に
課
ぜ
ら
る
み
課
徴
物
で
あ
ろ
ε
い
ひ
、
ム
ル
ハ
ル
ト

論

叢
、

納
税
義
務
者
¢
し
て
の
画
家

第
十
六
巻

(第
二
號

【
七
)

二
八
三



F

「

論

叢

納
脱
義
務
者

`
し
て
の
国
家

第

+
六
巻

(第

二
號

「
入
)

二
八
四.

11
、
國

の
政
府
が
其
最
高
財
政
樒

に
よ
71
て
國
家
国
農
負
の
私
有
財
産
よ
り
要
求
」
、
公
費

の
支
出

の
爲

め
に
公
共
的
需
要
の
充
足
の
爲
め
に
徴

収
す
ゐ
課
徴
物

ミ
い
ひ
、
匿
名
政
治
家

は
、
狭
義
に
て
租
耽
ε
に
国
民
よ
り

不
可
分
な

ろ
全
購
利
益

の
管
遡
及
進
捗

の
爲
め

に
要
求
ぜ
ら

ろ
う
規

則
正
し
く
繰
返
さ
れ
た
無

徴
物
怪

分
塗

℃
碧

ピ
翁

・

(謎
三
)
ロ
ッ
ッ
に

い
ふ
。
課
税
に
に
蓮
例

、
公
共
圏
膿

の
團
員
の
み
な

ら
す
、
其

に
封
し
支
配
権

の
行
ば
れ
得

ろ
他
の
人
々
も
が
服
ぜ
し
め
ら
う
る

の書
o

-

(註
四
)
エ
ー

ベ
ル
ビ
に
曰
く

、
箇
人
纒
済
叉
に
臣
民
こ
い
ふ
詞
で
ば
網
羅
的
で
な

い
。
何

こ
な
れ
ば
画
家
的
租
税
椹
力
が
往

々
に
し
て
臣
民
な
超

へ

て
及

び
、
纒
績
的
に
且
つ
事
情

に
二
り
て
に
唯

}
時
的

に
も
内
國

に
滞
在
す

ろ
外
画
人

に
も
課
税
す
る
か
ら
む
。

(蝕
五
)例
之
、

コ

ソ

サ
ば
、

租
税
ミ
は
國
州
都
及
市

町
村

の
廠
署
が
租
税
義
務
者
冷
禮

の
利
益

の
爲
め
に
爲
さ
れ
た
ろ
公
の
支
出
な
支
排

ふ
爲
め

」

の

に
私
法
的
収
入
及
手
数
料
が
不
十
分
な

ゐ
ξ
き

に
徴
放
す

る
所
の
私
人
の
財

産
の
部
分
で
あ
み
ミ
い
ふ
。

(註
六
)
ポ
ー
リ
ュ
ー
ば
、
租
税

こ
に
公
襯
力
が
政
府
の
費
用

に
憲
ず
る
が
爲
め

に
、
住
民
叉
に
財
産
よ
り
要
求
す

る
所
の
直
接
叉
に
間
接

の
貢
献
物

で
あ

み
。
百

八
は
嘗

て
前
板

に
て
に
人
民
ミ
い
ふ
詞
為
用

み
た
が
、
此
剥
ば
餓
り

に
狭

い
。
澤
山
の
税
が
凡
べ
て
の
住

民
の
上

に
措
に
る

、
。
公

の

民
擢
か
奪
に
れ
た
る
者

ド
も
単
に
通
過

す
ろ
に
遜
ぎ
ざ
る
外
画
の
財
産
家
に
も
ε
い
ふ
。

(註
t
)
ボ
ル
グ
㍗
に
、
租
税
ε
ぱ
公
共
團
盤
の
任
務
の
爲
め
に
箇

別
経
済

の
攻
入

よ
り

一
定
の
反
射
給
付
な
し

に
生
じ
た
る
強
制
的

の
攻
入
で
あ

る

ε
い
ひ
、
ロ
ッ
シ
ヤ
ー
に
、
租
税
8
い

ふ
詞

に
て
、
善

人
ば
箇

別
経
済
が
閾
州
市
町
村
尊
兄
べ
て
其
上
に
立

つ
所
の
強
制
共
同
纒
濟
に
既

に
其
輩

な

ろ
從
臨
の
爲
め
に
、
受
復
者

の
財
政
上
の
需
要
な
充
た
す
ご
ε
な
助
く

み
爲
め
結
付

ゼ
ざ
ろ
べ
か
ら
ざ
る
分
旛
物
心
意
味
す
ε
い
ひ
、

(
ツ
ケ

ル
は
、
租
税
ご
に
箇
別
経
済

の
立
艦
よ
り
の
強
制
分
勝
物

ε
し
て
公
共
画
龍

の
集
合
的
慾
壁
の
満
足
の
薦
め
に
:
・
;

・:
:
:

徴
収
ぜ
ら
ろ
㌧

國
家
及
其
他
の
公
共
團
膿
に
於
け

る
課
徴
物
で
め
ろ
ミ
い
ひ
、
ワ
グ
ナ
ー
も
、
純
財
政
上

の
意
味

に
於
け

る
租
税
は

「
般
公
共
的
経
費
一即
ち
圃
一家
.

及
其
他
の
強
制
共
同
縄
濟
の
縄
費
の
.充
足
の
爲
め
に
す
る
箇
別
郷
濟

(箇
人
)
の
強
制
分
措
物

ご
し
て
ー

ー

徴
敢
ゼ
ら

る
㌧
課
徴
物
で
め
る
い

の盈
。

(註
八

)
ロ
ッ
ッ
に
、
租
税
ご
は
政
府
が
其
支
配
な
行

ひ
得

ろ
駈
の
人
に
向

っ
て
、
政
府
よ
り
し
て
支
配
権
の
爲

め
に
要
求
さ
ろ
㌧
所

の
實
勧
奨
11
貨

2)

3)
4)
5)

Nitti・Principes・P・300・PaTiCU,Trait6desimpδ し5.z6d,1.P.5.Rau,Fw.

5Aufl.【,S、383.Kaizl,Fw,II,1[7.Mur筑ard,TheorieandPolitikder

Besteuerung.S.4.Staatsmanna.D .

Lotz,Fw.S.z16.

Eheberg,Fw.9.Au刊.S、157.

Gossa,Grundrissd.Fw・S.57.

Fw.S,夏70.
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㌦

羅

付
で
め
を

い
ひ
、
セ
渉

;

に
、
羅

註

凡
て
の
者
の
共
同
利
奮

爲
め
に
招
か
れ
た
墨

用
禽

ふ
爲
逡

、
與
へ
ら
れ
た
。
特

別
利
益
に
關
係
な
く
・
人
ポ

政
府
へ
の
鵠

的
の
貢
献
物
で
あ
を

爲
し
、
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
に
、
租
磐

暴

勇

の
霧

の
爲
め
に
又

又

の

に
入
の
図
鑑

の
富

の
強
制
的
の
.真
献

で
あ

る
遭
い
ふ
。

〔註
九

)
プ

レ
ー

ン
は
・
租
税
ε
に
画
家

の
住
民
の
上
の
憂
益
に
っ
き

招
か
れ
た

ゐ
狸
用

を
支
辨
す

乃
爲
め
に
、
自
然
人
叉
は
法
人

の
上

に
課

せ
ら
れ

た
垂

の
雇

的
な
血

糊
的
の
貢
献
物
で
あ
ミ

い
測
・

(酔
=

O
)
シ
ヤ

〃
ば

い
ふ
。
納
税
義
務
め
ろ
圭
膿

に
っ
き
、
箇
別
経
済

、
人
民
、
箇
人
h
叉
に
凡
.亦
て
の
臣
民
等
の
通
例

の
指
示
が
十
分
に
明
か
ド

り

す
ろ
能
は
ざ
ろ
こ
ざ
ば
確
か
で
あ
る
。
此
際
雌
に
事
賢
主
輕
済
上

の
從
驕
が
標
準
で
あ
ろ
ぞ」
い
ふ
コ
.

け

(註

=

)
エ
ー

ペ
ル
ビ
、
グ
ル
ン
ツ

エ
ル
の
如
し
。

(註

=

一)
シ
ヤ
ル
ば
、
租
税
の
名
の
下

に
、
公
共
園
艦

の
需
要

の
充
足
の
爲
め

に
、
此

に
風
す
ろ
財
政
権
力
よ
吟

一
方
的
に
定
め
、b
れ
た
ろ
方
法
及

高
さ

に
於

て
、
此

に
循
脛
す

る
箇
別
経
濟

(人
)
よ
り
翠
に
其
従
旙
の
義
務
根
糠
よ
り
要
求
ぜ
ら

ろ
ろ
支
洗
物
叉
ぱ
交
付
吻

ε
解

す
べ
音
も
の
ミ
爲

し
、
フ
ナ
ソ
ク
ば
、
租
税

ご
は
公
共
團
離

の
從
瞞
着

が
.
其

目
的
の
到
遙

の
爲
め
に
無
條
件

に
輩
に
其
從
脇

の
爲
め

に
給
付

ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
ろ

拗

分
梅
…物
で
あ
る
ε
い
ふ
。

(註
=
5
ヲ
エ
・
レ
ー
は
・
相
撃

に
公
共
羅

に
其
離

員
的
に
從
寧

ろ
個
別
讐

毒

公
益
絶

壁
の
支
出
の
爲
め
に
輩
に
公
共
團
艦
の
其

函
儀

員
に
封
ず
ろ
地
位
の
灌
利
根
櫨

ε
團
禮
員

の
團
艦

長
ξ
し
て
の
義
務
根
擦

ご
エ
り
し
て
抹

は
る
ろ
所
の
凡
べ
て
の
切
貼
的
貢
献
の
絡
禮
で
め

を

い
鋤
・

(註

一
四
)
ワ
ル
カ
ー
ば
・
相
貌

ε
ば
画
家
叉
湛
地
方
團
瞳

に
此
哩
監

の
特
別
給
付

の
理
由

に
於
て

に
非
ず

し
て

一
般
人
民
又
ば
準
人
民
義
務

の
理
由

レ

に
捨
て
支
抑
ば
る
ろ
課
徴

物
で
め

ろ
ざ
い
ふ
。

(註

一
五
)
ノ
イ

マ
ン
に
、
租
税

ご
に
國
篆
文
ば
地
方
圃
艦

の
収
入

の
獲
得

の
爲
め
に
規

定
ゼ
ら
れ
六
ろ
支
佛

に
沌
て
、
国
家
叉
ば
地
方
團
艦

の
特
別

　

な
ろ
反
封
給
付
に
謝
す
る
報
償
、に
非
す
公
共
團
艦

の
公
共
團
盟

達
し
て
の
支
佛
匡
も
非
う
も
の
で
あ
る
こ
い
ふ
。

論

叢

納
税
義
隣
誉

ヒ

て
の
画
家

第
+
六
巻

(第
二
號

死

)

二
人
五

6)Beai】lieu,Traitξdelasciencedesfinances,56d.1..p.11.2-3,

7)Borght,Fw.5Au日.II-1.S.5.Roscher,Fw・5Aufl.1・S・176.Heckel・L-

ehrbuch.1.、S.120.Wagner,Fw.2AuH.II.S.210..

8)Lotz,as.0.S.2【6.Seligman,Essaysint乱xation・8ed,P・432・Bastable,

Public且nance.3ed.P,263.

9)Plehn,Inし1・odしfictiontopublicfinance.斗ed・P・59・

■



,

論

叢

納
税
義
務
者

ピ
し
て
の
國
家

弟
十
六
巻

(第
二
號

・
二
〇
)

二
八
六

ラ

ラ

ニ
納
税
義
務
者

ε
し
て
の
法
人
一

A
國
家
の
納
税
義
務
者
ε
し
て
の
地
位
を
知
る
爾
め
に
は
更

に
又

一
般
に
注

聡

(

(

人
の
魏

義
薯

ε
し
て
の
地
位
溢

す
る
を
便

ご
駕
す
.
倦
。
住
人

。
も
課
税
三

…

、
忌

、
其

の
智
利
に

毘

關
す

る
以
上
は
當
然
の
.
、
モ

し
て
(註
=
ハ)
、
併
し
其
は
難

破
が
直
接

最

螢
利
行
爲
を
爲
す
に
よ

っ
て
生
す

…

る
も

の
に
限

る

べ
く
、
其

團
膿

貝
よ
り

分
櫓

し
提
供

さ
る

る
も
の
に
至

っ
て
は
、
其

は
既

に
其
團
騰

貴

の
庭

で

一

、
岨

・

A

・
ぴ
課
税
・
れ
・
・
の
で
　

か
・
薯

・
法
人
・
庭
・
裸
視
…

讐

・董

・
釜

法
人
・
肇

課

頃

鵬

H

灘

　　灘
　　㎝灘
　　　耀

　縫
鱗
　　　　難
　縫
難
へ雛ラ

ラ
ラ
ラ
ラ

ラ

等

の
如

き
牧

入

に
は
問
題

が
起
ら

楓
筈

で
め

る
。
特

に
此

牧
人
が
公
共

的
目
的
を
有

つ
も

の
な

る
に
於

て
、
私

法

N
U
12
13

14

15



人

に
於
け

る
團
艦

員

の
分
捨
金

よ
b
も

一
層

裸
視

の
物
膿

巴
な

る

べ
き
も

の
で
な

い
(註
]
八
)
、
或

は
地
方
財
政

に

於
け

る
地

方
税
牧

人
に
謝

し
て
国
税

の
賦
課

が
問

題

ε
な

る
や
う
で
あ

る
が
此
は

国
家

の
課
税
権

の

一
部
を

公
共

目
的

の
爲

め

に
地

方

に
認

め
た
結
果

ご
見

る

べ
き
も

の
故

に
此

も
問
題

ド
ほ

な
ら

ぬ
(註

7

)、

で
唯

だ
問
.題

は
統

治
團
罷

の
持

つ
所

の
財
産

及
轡

利
事
業

よ
り

の
牧

人

に
つ
き
て
残

る
(註
慌
0
)、
此

が
次
ぎ

に
圭

こ
し
て
研
究
す

る

を
要

す

る
も

の
で
め
る
。

(註
=
八
∀
エ
ー
ベ
ル
ヒ
ー士
、
課
程
の

一般
ば
哲
に
自
然
人
又
に
家
族
維
濟
に
聞
す
う
の
み
な
ら
ず
其
行
爲
が
瞥
利
に
向
げ
ら
る
」
だ
け
に
て
ば
法
人

の
縷
演
に
翻
す
・こ
い
ふ
て
吊
旧ろ
。ヒ

〔註

石

)
シ
亨

・
占

・
法
人
の
派
生
的
所
径

霊

讐

諸
多
の
理
由

よ
り
薦
め
ら
ろ
ゐ
。
笙

に
此
種
の
所
得

確
か
に
に
祖
黛

ろ
租
税
力

を

不
さ
な

い
か
ら
。
第

二
に
ば
此

が
通
例

、
之
ん
興

へ
た
者

の
所
得
燕
財
か圧
の
既

に
課
税
さ
れ
た
部

分
こ
し

て
覗
に
る
㌧
か
ら
じ
第
三
に
は
原
始

的
所
得

於
て
の
代
り

に
・
派
生
的
の
源

に
て
税
叢

ろ
…

豊

艶

に
し
て
不
饗

で
あ
み
か
ら

・芸

ひ
、
プ
ア
イ
フ
ア
ー
も
、
各
箇
の
四
艦

長
の
.分
辮
金
よ
り
し
て
は
課
税
さ
れ
な

い
こ
こ
か
公
正
が
要
求
す

ゐ
。
何
建
な
れ
ば
此
分
捨
金
ば
、
既

に
濁
立

に
課
税

ぜ
ら
る
ハ
所

の
昏
箇
人
民

の
所
得
か
ら
響

れ
・
腿

蓋

度
之
が
籍

に
税
窺

ふ
喜

に
・
此
禦

二
轟

馨

・
一

・一

発

・
凄

い
融
・

(註

[
八
)
シ
ヤ
ル
に
、
此
等
の
租
税
極
力

(
國
及
地
方
園
・盤
)
の
各

の
も

の
、
領
城

内
に
從

眠
す

る
人
民
が
共
同
歌
里

の
満
足

の
織

め
ド
租
挽

ぐ」
し

て
出
す
し
の
-
叉
は
本
来
既

F
共
同
欲
望

匹
用

立
つ
べ
く
定
め
ら
れ
た

る
も
の
が
再
び
課
税
の
物
麗

こ
な

み
こ
ご
ば
出
来
擾
マ、
い
ひ
、

ヘ
ッ
ヶ
ル

む
、
國
家
及
其
他

の
公
共
團
燈

に
垣
例
租
税
圭
盤
で
ば
な

い
。
少
く

ご
も
其
公
法

的
所
得
に
閲
す
み
だ
け

に
於

て
然
喘

ぐ㌧
い
ひ
、
ウ

ン
プ

エ
ン
バ

ッ
ハ
匡

財
政
(國
の
)擾

鼻

よ
り
得
ら
れ
た
る
租
税
攻
入
に
つ
嘉

穂
義
務
あ
ろ
…

尋

鴛

。
泄
會
揺

(地
方
財
政
あ

範
圃
晃

も
、

財
馨

租
婁

離

の
範
園
堤

も
然
吃

更
ら
穎

馨

務
の各

の
考
が
、
財
政
貞

H

れ
秀

多
雲

藷

付
窒

た
喜

ろ
財
務

㎡

鍛
猛

杏

關
を

も
存
し
5

ミ
い
ひ
ゴ

ヅ
ル
血

の
嚢

團
鬱

積
業

人
金

繰

撃

・
・;
島

か
・
不
台
響

碧

蕊

ふ
姐

論

叢

納
襲

務
蒼

し
て
の
國
家

弟
+
大
巻

(第
二
號

三

】
)

二
八
七

16)
17)
lb)

Ehebetg,a.a.0.S.下64、

Sch註f日e,a.a,0,S.265.Pfeiffer,Sとaatseinnahmen.II・S・36・

Schall,a.a,O.S.176.H.bckel,a.乱,0.S.167,Umpfenba〔:b・FN・S・152・

isgirl,a.a,0.S.122.

、

■
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論

叢

納
穐
義
務
者

ミ
し
て
の
國
家

弟

+
六
巻

(第
二
號

二
二
)

二
八
八

(註

一
九
)
ウ

ン
プ

エ
ン
パ
ツ

ハ
ぱ
、
肚
會
縄
濟

(地
方
財
政
)
が
他
の
租
税
受
領
椹
め
る
共
同
経
済
即
ち
凡
べ
て
た
包
括
す
ろ
財
政

に
封
し
て
彼

に
租

税
受
領
者

ミ
し
て
流
入
す
る
も
の

に
つ
毫
租
税
義
務
あ
る
こ
こ
ミ
な
り
得

ざ
る
か
は

不
明

の
?

つ
で
あ

る
。
併
し
此

に
も
反
射
解
緯
に
て
は
各
館

の
肚
會
螺
摘

(地
方
)
の
間

F
大
な

ろ
不
不
等
が
可
能

ミ
な
う
に
拘
ら
ず

、
間
一題
に
租

税
原
則
の
見
地
よ
り
否
認
す
べ
き
も
の
こ
な
ろ
。
凡
べ
て
及

各
の
租
税
徴
牧
ば
終
局

に
て
ば
圃
家
灌
力
の
派
生
で
あ

っ
て
、
此
国
家
撚
が
が
肚
會
纒
濟

(地
方
)
に
、
肚
會
目
的
が
政
治
上

の
目
的

の
爲

め
必
要

の

ピ
な

う
だ
け

の
租
税
徴
牧
纏
瀞
委

か
し
た
も
の
で
あ

る
ざ
い
ふ
o

(註

二
〇
)
シ

エ
フ

レ
ー
ば
、
法
人
の
原
始
的
所
得

の
課
税
即
ち
士
地
家
屋
管
渠

の
攻
益
税
の
徴
収
ば
通
例
確
定
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
沿
。
此
事
ぱ
公

爺
的
効
果
な
有
す
ろ
法

人
に
て
も
其

が
私
螢
利
行
爲

ミ
競
争

に
立

つ
だ
げ
に
て
ば
黙
り
ε
い
ひ
、

ヘ
ッ
ケ
ル
も
、
租
税
主
眼
た
ろ
非
自
然
的
瀬
利

生
骸

の
中

ド
、
不
動
産
叉
に
徳
業

よ
り
し
て
の
螢
利
経
済
的
取
入
に
聞
し
て
の
公
法
人
為
擧
げ

、
フ
グ
ナ
L
ぱ
、
箇
別
饗

の
強
制
分
櫓
物
こ
い

鋤

ふ
詞

ば
私
法
上
及
公
法
上
の
法
人
、
頗
っ
て
地
方
團
盤
等

に
も
關
す
ミ

い
ふ
。

第
二
段
.
国
税
の
納
税
義
務
者
と
し
て
の
国
家

9

ラ　
貸
倒
i
國
家
が
国
税
を
納
付
す
る
場
合
は
稀
で
あ
る
が
、
我
邦
に
て
も
唯

[
つ
國
が
鑛
業
視
を
佛

ふ
ご
い
ふ
特

(例
が
め
る
。
此
は
光
視
が
轡
利
を
目
的
ε
す
る
ε
否
ε
を
問
は
ず
課
す
る
も

の
ε
の
解
繹
よ
り
出
て
居
る
の
で
、

此
場
合
國
家
の
警
む
、鑛
業
を
智
利
事
業
ざ
認
め
陀
ε
い
ふ
諜
で
は
な

い
。其
他
で
は
例
之
、地
租

の
如
き
條
例
第
四

條
に
よ
れ
ば
國
に
於
て
公
用
文
は
公
共

の
用

に
供
す
る
土
地
は
免
税
ご
い
ふ
か
ら
、
公
用
文
は
公
共
用

に
供
せ
ぢ

る
＼
以
外

の
國
有
地

に
は
裸
視
す

べ
き
で
あ
る
が
、
固
有
地
は
凡

べ
て
公
用
文
は
公
共
用

に
供
さ
れ
た
も
の
ε
見

て
課
税
し
て
居
ら
ぬ
。
國
は
叉
鐵
道
や
.鐵
興
研
な
ご
を
警

ん
で
居
る
が
、
此
も
特
利
事
業
ε
見
倣

さ
ず
し
て
此
等

に

10)Ump「 母nbach,a・a・0・S・15T・

30)Schaf刊e,a.a,0.S.265-6.Heckel,a,a.0.S、ISO,、Va冨Dξr,a. a,0.S.21「.



笹
葉
税
を
課
し
て
は
居
ら
な
い
。
外
國
で
は
バ
ー
デ

ソ
の

一
九
Q
⊥
ハ
年
の
租
税
改
革
前

に
行
は
れ
た
皆
業
税
法
に

て
は
国
家
よ
り
公
益
に
於
て
及
公
共
目
的
の
爲
め
に
螢
ま
れ
た
る
鞍
業
に
は
北
枕
を
免
す

ご
あ
る
か
ら
、
国
家
も

此

關
係
以
外

の
管
業

に

つ
き
自

ら
課

税
す

る
こ
募

る

べ
き
こ
夏

な

っ
て
居

た
諜

で
あ

る
(註
二
こ
、

〆
イ

エ
〃

ソ
に
て
は
国
有
の
土
地
家
屋
及
國
特
業
に
射
し
國
自
ら
徴
税
、は
し
な
い
け
れ
こ
も
、
形
式
⊥
の
賦
課
だ
け
は
行

っ

て

居

た

(註
二
二
)。

も

も

(註
二

ご

其
ば
税
法
覧

れ
ば
助
か
で
あ

る
が
、
ア
ζ

ニ
ー
に
之

に
享

設

い
て

い
ふ
の
ら

バ
ー

ゲ
ン
の
窪

、
螢
業
繋

り
凡
べ
て
の
も
の

霊

除
し
な

い
で
、
輩

ド
国
家
よ
"一
公
釜

に
於
て
及
公
共
目
的
の
薦
め
に
欝
ま
ろ
盛

業
的
企
等
鑑

す

発

け

に
捨

て
例
外

(国
家
た
無
珍

、

竃

こ
ぐあ

)

畿

{

い
ふ
て
居
ろ
・
樹
彼

は
附
説
し
て
・
此
國

の
纂

径

公
共
昌

集

・・
い
ふ
申
に
に
此
國

の
国
有
地
金
庫
璃

量

り

れ
た
ろ
瞥
業
に
屈
し
な

い
。
唯
だ
國
螢
鐡
蓮
、
國
の
経
管
F
属
す
ゐ
刑
務
所
、
病
院
、
保
護
院
-
製
撫
斬
の
み
が
之
に
厨
す
ぐ、
い
ふ
居

る
。

(駐

二
;

バ
イ
エ
ル
・
に
在

園
有
土
地
建
物
及
蘂

に
書

窺

に
て
賦
警

あ
れ
.毫

叢

話

し
。
錆

租
法
百
二
+
條
旨

国
有

土
地
よ
.

り
し
て
に
地
租
は
徴
牧
ぜ
す

・
但
し
此

に
つ
膏

て
も
、
其
他

の
地
租
物
響

・
同
様

、
關
係
数
が
確
定

ぜ
ら
れ
覆

F
登
讐

ら

奪

、
あ
り

、
家
屋

税
法
第
二
條
住

固
有
建
物

に
免
磐

嘆

但
し
此
に
つ
い
て
ば
地

方
税
基
準

の
爲
め

に
租
税
關
係
敬
が
確
定
讐

ら
れ
星
眼

に
登
讐

ら

る
・、

あ
り
、
螢
業
税
法
第

一
條
に
11
國
螢

の
交
蓮
業
ば
免
税
ε
ず
、
第
三
條
に
11
帝
國
及
國
に
免
税

ε
す
、
帝
国
叉
に
國
遮
り
藩
ま

み
ろ
螢
業

F
つ
謎
、

り

て
に
地
方
税
基
準

の
爲
め
に
記
號
的
に
賦
課

ぜ
ら

ろ
ミ
あ

ろ
。
夏
に
所
得
税
法

に
て
ば
第
四
條

に
帝
圃
、
國
な
免
税

ぐL
爲
す
。

ラニ
理
論
1

〔
奢

定
理
由
箕

反
駁
-

砦

如
く
国
家
を
鵜

霧

書

す
・
の
総

称
…

て
.
慧

ほ

之
を
羨

く
務
者

ε
.し
て
居

ら
な

い
。

そ
し
て
其
理
由

ε
し
て
は

論
.
叢

納
視
義
務
輩

・し
て
の
画
家
.

第
+
六
巻

(第
二
號

二
三
)

二
八
九

2・)Fi・ 。n・A・cbi・.III.?K・S・849・A・t・ ・i・D・ ・Steu・ 　 bj・kt・ ・(Fi・ ・nzA「chiv.
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論

叢

納
税
義
務
着
こ
し
て
の
圃
家

弟
十
六
饗

〔第
二
號

二
四
)

二
九
G

ラ

ラ

い
或
は
自
明
也

ご
寫
し
(註
二
三
)、

ろ
或

は
國

を

課
税
す

る
の
理
由

な

し
ご

い
ふ
(註
二
四
)、

て
居

る
が
、
併

し

(

(

『

後

に
い
ふ
如

き
肯
定
理
由

も
あ

る
こ
ε
で
あ

る
か
ら

、
此

に
全
く
理
由

な
し

ご
い
ふ
ば
當

ら

戯
し
、
自
明

ε

い
ふ

の
も
軽
卒

で
あ
る
。

鋤

謹

=
導

グ
ル
ン
ッ
エ
ル
は
、
公
共
團
榿
が
其
自
身
の
財
産
な
課
税
ぜ
ず

ε
い
ふ
こ
こ
は
自
明
な

ろ
が
如
し
ピ
い
ふ
て
居

る
。

甥

〔静肛一
一四
ご
ア
ダ
ム
ス
岬μ
、
鵬剛
ゆ殊
ば
註
ハ自
身
ワ課
税
す
。へ
か
・b
訣ザ・、
自
身
諜
孤脱
す
る
こ
ぐ」
一ト
に
理
.由
な
し
.ぐ」
い
ふ
で
、屠
る
。

うは
或

は
国
家

が
財
産

を
持

ち
事
業
を
畳

む
ご
も
註
(は
公
丑
ハ
の
爲
め

に
.之
を
持
ち
叉
は
特
む

の
で
、
鵯
四利

の
爾

(

め
に
す

る
の
で
は
な

い
。
彼

が
.鞍
利
的

の
事
業
を
行

ふ
て
も
、
其

は
民

業

ε
は
異
り
、
公
益
を
眼

中

に
置

い
て
す

る
か
ら
、
民

業

ε
競
争

を
し
な

い
や
う

に
努

む

る
。
載
、故

に
此

に
課
税

し
な
く

て
も
頁

い
ε

い
ふ
の
で
あ

る

(註
二
.

五
)
、
此

は
我

邦

に
於

て
の
實
例

の
説

明

ε
も
な

っ
て
居

る
や
う

で
あ
る
が
、
果
し
て
鐵
.道

や
製

鐵
所

や
政
府

の
警

む

事
業

に
於

て
此

が
當

っ
て
居

る
で
あ
ら

う

か
。
加

何

に
も
此

が
民

業

ご
し
て
、行

は
れ

る
場
合

の
如

く
純

特
利
的

に
は
行

は
れ

て
居

ら

躍
で
あ
ら

う
。
併

し
勝
利
的

に
も
行

は
れ

て
居
り

、
何

ん
ε
い

っ
て
も
其

勤
務
其

製
品

が
民

間

事
業

の
供

給
す

る
同
種

の
も

の
ε
多
少

の
競
争

に
は
な

っ
て
居

る
。

私
人

ε
野
立
す

る
箇

別
経
済

ご
し
て
現
は

れ

、
租
税
権

力
其

も

の
こ
し
て
は
現
ぼ
れ

て
居
ら

諏

(註
二
六
)
、
之

を
全

く
公
共
的

の
も

の
こ
し
て
課
税

の
外

に
置

く

ε

い
ふ
の
は
當
を
得
な

い
。

(註

二
五

デ

ダ

ム
在

い
ふ
く
居
ろ
。
政
府
が
私
人
の
産
業
・、
競
争
す

る
所

の
産
業

に
従
事

ず
ろ
場
合

に
は
、
公
業
が
免
磐

ら
れ
る
の
に
民
業

々

課
税
す
ろ
こ
ミ
が
公
正
な
る
べ
き

や
に
疑
が
起

る
で
あ
ら
う
、
画
家
が
此
事
業
な
凡
、、
て
の
駄

に
於
て
私
法
人
に
よ
り
管
理

ぜ
ら
み
ろ
ミ
同
様

に

29)Gruntze1 ,a.a.0.S.3【.

24)Adams,Thescien⊂eof丘nan⊂e.P.316.

■



管
理

す
る
ミ
毒
に
ーエ
、
此
の
加
斗
・免
枇
に
疑
も
な
く
不
公
正
で
あ
ら
う
。
併

し
国
家

が
主
模

の
受
託
者
た
る
=
ε
及
国
家
が
産
業

の
庭
理
及
管
理

心
行

ふ
ミ
き

に
て
も
荒
べ
て

の
人
民
の
共
同
利
鋪
の
爲
め
に
立

つ
こ
こ
の
事
喪
な
無
脱
す

ろ
ご
ざ
一1
不
可
能
で
あ
る
。
此
故

に
私
管
理
の
下
に
在

る
競
争
産
業

は
假
令
公
資
本
が
免
税
さ
ろ
う
ぜ」
も
、
国

家
の
競
争

粗
悪

ゐ
ゐ
為
要
し
な

い
。
但

し
其
に
公
業

の
塵
班

の

馬

め
に
守
ら
ゐ
べ
き
原

則
の
守
ら

る
う
ろ
・
;
㌦
存
條
件
ミ
し
て
で
あ

る
。
此
故

に
国
家

ミ
其
事
業

に
於
げ

る
競
争
者
ミ
の
間
の
公
平
奄
保

つ
目
的
の
爲
め
に
、
画
家
が
其

白
身

の
生
塵
.機
齪
炬
課
税
す
ろ
.の
必
要
な
し
ご
。
更

に
ナ
パ
ー

マ
ン
も
、
人
が
原
則

ご
し
て
、
私
螢
業

ε
競
争

の
斜
め

に
競
争
に
進

む
ご
ぐ」
ば

}

般

に
国
家
及
地
方
剛
臆

の
任
務
で
な
く
、
む
し
ろ
此

の
如
き
官
公
螢
鑑
が
唯
だ
、
私
螢
業
が
或
ば
此
必
要

の
充
足

の
爲
め

に

一
般

に
硯
ば
れ
て
來

な

い
か
・
叉
ぼ
湘
費
煮

の
需
要

に
慮
じ
能

11
ざ
る
ε
き
に
、
即

ち
官
公
醤
業

に
よ
う
競
争
が
人
民
の
全
盤
利
征

の
爲
め
要
求

さ
る
㌔
・」き

に
の
み

許
さ

ろ
N
こ
ピ
な
確
定
す
ゐ
以
上
は
、
私
管
渠
が
抵
害
為
受
げ
得

ろ
こ
ε
の
特
別
考
慮

に
於
げ

ろ
國

及
地
方
醤
業

の
免
税
ば
辯
護
さ
れ
ざ
う
も

の

こ
思
に
ろ
㌔
。
そ
し
て
此
視
察
瓢
が
確
定
ぜ
ら

ゐ
、
ぐL吾

に
、
此
の
加
音
瞥
業
が
課
税
上
宥
恕
ぜ
ら

ゐ
、
ミ
も
、
損
害
す
べ
き
も

の
.、、
見
る
か
得

お

減
。
否
な
此
場
合
に
11
此
の
如
き
宥
恕
が
唯
容
易
に

[
般

の
利
益
に
用
立

つ
た
得

ざ
い
に
な
く
て
に
な
ら

め
ミ
い
ふ
。

〔註
二
六
)
ヲ
ヤ
ル
に
、
公
共
團

の
私
線
濟
的
財
産
物
艘

の
牧
釜
及
彼

の
経
済
的
企
業
よ
り
の
所
得

の
課

税
は
之

に
っ
告
他

の
公
共
糊
艦

の
租
醗
僅
力

の
勢
力
範
園
に
断
ず
る
だ
げ

に
て
ば
障
碍
が
な

い
、

仰
ぐLな
れ
ば
彼
等
は
私
幣
利
及
財

の
供
給

に
關
興
す
る
だ
け
に
て
は
租
税
擢
ヵ

こ
し

て
現
ば

れ
な

い
で

・
假
令
公
共
的
観
察
瓢

に
よ
り
諸
多
の
鮎

に
て
特
有
な

る
影
響
た
受
く

き

も

、
他

の
煮

ε
競
争
す

ろ
所
の
箇
別
饗

・、
し
て
現
に
ろ

劉

㌧
か
ら
ミ
い
ふ
。
此
説
明
に
移
し
て
公
共
剛
禮

の
自
己
課
税
の
場
合
に
も
用
ゐ
得

る
。

うに
或
は
國
の
私
経
済
的
事
業
が
民
業
に
競
争
を
齎
ら
す

ε
し
ヂ
、も
、
其
よ
り
生
す
る
収
入
が
結
局
.
租
税
牧

(

入
ε
同
様
公
共
的
経
費

に
充
當
せ
ら
る
る
か
ら
、
私
的
費
用
に
充
て
ら

る
る
民
業
牧
人
ε
は
異
り
て
之

に
課
枕
す

る
に
は
及
ば
な
い
ε
い
ふ
け
れ
こ
も
(註
二
七
ど

此
理
由
は
他

に
之
に
課
枕
す

べ
き
特
別
理
由
さ

へ
あ
れ
ば
譲

り
得

る
も
の
で
あ
る
。
如
何
ご
な
れ
ば
之
に
税
を
課
せ
ざ
れ
ば
國
に
牧
入
ご
な

っ
て
公
共
的
纏
費
を
充

た

し
た

る

べ

論

叢

霧

者
・・し
葛

婆

隼

⊥馨

(第
一
…號

玉

)

二
垂

25)Adams,1.c.P.318.Oppermann,Gcmcindcsteしlerre「ornT・.S・28・

26)Schall,a、a.0.S.176.
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論

叢

陪
税
裏
移
潜
ご
し
て
の
颪
家

弟
十
六
巻

(第
二
號

二
六
)

二
九
二

き
も

の
は
、
齊

し
く

之
に
課

税
す

る
こ
`
に
依
り

て

も
國

に
牧

人

せ
ら

れ

て
公
共
的
費
用

を
充

た

す

か

ら

で

め

る
。
精

密

に

い
ふ
て
異

る
の
は
徴
税
費

だ
け
が
課

税

の
場
合

に
於
け

る
特

別

の
鉄

損

で
、
覚
ハ大

さ
だ

け
課
税

の
爲

め
に
公
共
的
維
費

の
支
辨

が
少

く
な

る

い
ふ
の
で
あ

る
が

、
置
月
位
の

こ
.辻
は
別
に
生
す

べ
き
特

別
利
金

に
よ
り
て

補
償

さ
る
こ

い
ふ
て
耳

い
。
特

に
日
本

の
銭

遣

の
如

く
特

別
曾
計

の
下

に

一
般
牧
支

ε
匠

別
さ
れ
其
益

金
を

以

て

　
般

公
費
を
支
耕

せ
す

し

ザ、
奪

ら
其
自
身

の
爲

め
に

使
罵

せ
ら

る

る
に
於
て

は
、
此

に

い
ふ
所

の
公
共
的
費
用

に

充

つ
る
の
故

に
課
税
す

る

に
及
ぼ
す

ε

い
ふ
理
由

は

當
ら
な

い
〔註
二
八
)
。

(註
二
t
)
ヲ
ヤ
ル
ば
、
公
共
幽
艦

の
自
身

の
醤
利
の
自
身
の
課
税

に
多
く
は
常
盤
止

め
ら
ろ
＼
こ
ミ
㌧
な

ろ
。
何

と
な
れ
ば
、
此
醤
利
は
奨
金
音
大

さ
に
て
本
來
既
に
公
共
的
経
費

の
充
足

に
定
め
ら
る
L
か
ら
こ
い
ひ
、
ラ
ウ
ば
固
有
地
.及
持
惟
牧
入
の
課
税

に

一
般

に
ば
無
川

な
る
形
式
で
あ
み
。

何
ミ
な
れ
び
此
牧
人
が
租
税
其
も
の
よ
り
も
異

っ
た
目
的
怨
府
た
な

い
か
ら

ざ
い
ひ
、

ロ
ソ
ソ
も
、
公
共
團
礎
が
共
自
ら
か
課
稚
し
な
い
の
は
、

公
有
財
産
取
入
が
公
共
團
睦

の
任
務

の
貴

行
の
矯
め
に
直
接
に
貢
献
す

る
こ
ぐL
に
於
て
理
.由
附
げ
ら

る
」
ミ

い
ふ
。

(註
二
八
)
・
ウ
は
・
醐
有
地
及
特
継
聴
入
課

税
空

船

に
に
証
嬰

ε
す
み
が
例
外
・・
し
陰

国

有
地
金
塵

親

親
金
庫

ξ
の
分
離
が
存
す
ろ
場
合

か

劉

擧
げ
、
其
現
出
こ
し
て
此
に
は
国
有
地
牧
人
が
(租
税
取
入
こ
ば
別
な
)仙
の
使
用
匹
定
め
ら
ゐ
」
か
ら
こ
い
ふ
て
居
る
。
日
本
の
鐵
痘
の
如
き
に

も
此
が
雷
擬
ま
み
リ

ラほ
或
は
着

も
国
家

が
国
有

の
財
産

叉
は
國
醤

事

業

に
課
税
す

る
ε
な
れ
ば
、
國
自
身

の
右
手

よ
b
左
手

に
移

す

に
過
ぎ
ざ

る
こ
ご
ざ
な

っ
て
国
庫

に
は
増

減
な
く

、
而

か
も
爲

め
に
多
少

の
費

用

を
彼

ふ
だ
け
愚
な

こ
ε
で
あ

ヶ
不
経

濟
で

め
る
ε

い
ふ
〔註
二
九
)
、
見

方

が
あ
る
。

一
見

す
れ
ば
如
何

に
も
此

が
無
用

の
如

し
に
見

ゆ

る
け

れ
ご

27>Scha工1.a.a.O,S.17ア,

28)Rau,a.a.O.S.4a7,

. Rau,a,a.0.S、407.Loしz,a.a.O.S,26g.



、

も
、
何
か
別
に
特
別
の
必
要
又
は
利
益
が
あ
れ
ば
此
種

の
事
は
他
に
も
側
の
め
る
こ
ε
で
、
例
之
夫
.の
減
債
基
金

む

な
ご
も
其

で
め

つ
て
、
強
ち
之
を
以

て
全
く
無
意
義

の
も

の
・し
は

い
ひ
難

い
。
だ

だ
其

の
果
し

て
此

に
於
け

る
多

少
の
損

失
を
補
償

す

る
だ
け

の
も
の
が
別

に
存

す

る
や
否
や
は
後

に
違

ぶ
る
。

莚

死

)
ラ
農

・
響

地
震

媛

入
の
課
馨

雇

に
無

用
な
形
式
で
わ
る
。
響

な
れ
髭

牧
入
植

税

・、
共

三

股
閣
庫

に
入

。
か
ら

ξ
い
ひ
・

。
ソ
ッ
も

・
公
共
團
爆
.が
自
ら
な
課
税
し
な

い
ε
い
ふ
の
匡
笙

柱

行
政
行
爲

の
解
約

に
於
て
理
由
づ
け
、b
セ

.、
い
ひ
、
カ
イ
ヅ

ル
も
・
画
家

に
貸
.峯

鬱

し
て
寧

ろ
所
の
請
の
生
産
.縫
鴬

國
壌

課
す
る
こ
巌

本
來
不
要
で
め

ろ
。
何

・、な
れ
ば
此
が
里

余
、庫

に
閲

す
る
か
ら
二

ひ
・
ア
ダ
ム
ス
も
・
國
自
身
の
課
税
手
練
に
其

の
眞

の
財
政
法
の
地
位

に
影
響

,
ろ
一
…

ば
出
餐

。
外
見
上
の
所
得
ぱ
.乙
案

の

り

て
塊

加

す

う
が
、

眞
實

の
所
得

ば
決

し
.芙
影
響

さ
れ
な

い
で
あ

ら
う

ぐ㌧
い
ふ
。

勺
更
に
或
ば
国
家
の
牧
人
は
其
耽
れ
よ
り
入
る
を
問
は
す
法
律
上

一
定
の
指
定

さ
れ
砦

使
途
が
あ
っ
て
勝

て
國

に
は
私
人
の
場
合
に
於
け
る
如
き
純
厨
得

ざ
い
ふ
べ
き
飴
力
が
な
い
。
随
ふ
て
之
に
饗
し
て
は
課
税
す

べ
き

隙
地
が
な

い
蕊

ふ
〔註
三
・
て

見
解
が
あ
る
。
如
何
に
も
法
律
上
三

足
し
た
金
額
を

憂

の
用
途

に
充

つ
で

定

め
ら

れ
た
る
も
の
に
就

て
は

或
は
斯

か
る
論

も
當

る
で
あ
ら

う
が
、
用
途

は
法
律

で
定

め
ら

れ
て
も
金
額

に

つ

き
行
政

上
の
畠

裁
量

の
箆

あ
る
も
の
、
用
途
も
が
法
律
に
て
豫
め
定
め
ら
れ
て
居
畠

も
の
に
至

っ
て
は
比

論

を
用

ひ

る
こ
ε
は
出
来

な

い
。

そ
し

て
国
有
財
産

叉
は
國

讐
業

の
牧
人

の
中

に
は
此

種

の
も

の
は
少

く
み

る
ま

い
。
加

之
法
律

で
定

め
ら

れ
た
使
途

ご

い
ふ
こ
ε
自

身
が

不
可
翼

の
も

の
で
は
な

く
、
別

に
何
等

か
の
必
要
が
獲

生

し
叉
は

之
あ
b

ε

い
ふ

こ
ご
を
見
出

し
た

ご
き
は

法
律

の
所
定
を
攣
更

し
修
訂
す

る
こ
芒
も
出

来

る
。
之

に
重

論

叢

納
婁

務
者
・・し
毒

国
家

華

六
巻

(第
二
號
.

二
七
)

二
九
三

29)1し しu,乱.d.o.S・4Q7・Lotz,a・a・

1.c.P.3[6・

O.S.269.K乱izl,a.3..S.122.Adams,

、
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論

叢

納
税
義
務
者
ミ
し

て
の
田図
家

弟

十
六
巻

〔第

二
號

二
八
)

二
九
固

き

を

置

く

こ

ご

を

得

ぬ

。

(註
三
〇
)
ン
リ
ー
ド

ベ
ル
グ
ば
、
各
の
国
庫
敢
入
ぱ
租
税
の
方
法

に
よ

う
ご
私
経
済

的
麟
利

の
方
法

に
よ
う
ご
心
間
に
す
、
唯
だ
既

に
際
め
法
律
上

に
確
定
ゼ
ら
れ
た
需
要
の
充

足
に
用
立

つ
。
此
奴

に
此
需
要
額

が
多
少
國
罷

入
の
貢
債

乏
し
て
引
去
ら
れ

な
く
て
に
な
ら

ぬ
。
此
よ
り
し
て
既

に
本
来
に
、
画
家
地
方
團
艦
等
ば
、
私

纒
桝
的
意
味

に
於
げ

る
純

所
得

な
.全
く
有
た
な

い
ε
い
ふ
こ
ご
の
明

か
な
ろ
事
宜
が
あ

ろ
ぜ」
い
ふ
。

ラー3
肯
定
理
由
-

以
上
ば
國
を
納
税
義
務
者

ε
し
て
否
定
す
る
議
論
`
其
反
駁
で
あ
る
が
、
進

ん
で
之
を
肯
定

す

る
の
論
擦
を
示
す
ざ
、
先
づ

うい
國
の
財
政
経
理
上
に
は
.
之
が
課
税

に
よ
り
て
政
府
財
産
及
瞥
業

の
緯
濟

の
置
八相
が
適
確
に
當
局
者
に
分

(

る
こ
ε
が
出
來
て
、
其
経
管
の
改
良
向
上
に

=
暦
の
努
力
を
爲
さ
し
む
る
こ
ε

＼
な
b
、
局
外
の
批
評
者
を
し
て

も

一
履
良
く
其
事
情

を
了
解
せ
し
む
る
こ
ご
、
な
る
(註
三
こ
、
ε

い
ふ
の
を
擧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
融
。
此
の
如
き

は
實
際
に
課
税
を
し
な
く
ご
も
唯
だ
形
式
L⊥
の
賦
課
さ

へ
し
て
置
け
ば
其
れ
で
良

い
や
う
に
も
思
は
る
Σ
が
、
其

れ
で
は
當
局
者
を
し
て
痛
切
に
之
を
威
ぜ
し
め
る
に
足
ら
す
、
彼
等
を
改
頁
向
上
に
刺
戟
す

る
に
不
十
分
こ
い
ふ

を
免
れ
漁
。

一
膿
官
業

の
経
管
君
は
積
極
的
の
責
任
自
覧
乏
し
く
、
兎
角
改
頁
向
上
の
後
れ
勝
な
も
の
で
あ
る
か

ド

ら
、
之
を
刺
戟
す
る
材
料
を
作
る
こ
ε
は
決
し
て
無
用
で
は
な

い
。
勿
論
政
府
事
業
で
あ
る
以
上
は
、
唯
々
財
政

牧
人
上
の
好
成
績
を
暴
ぐ
る
こ
ご
の
み
に
走

っ
て
公
益
を
無
脱
し
て
は
な
ら
鼠
け
れ
ざ
も
、
而
か
も
此
公
益
を
相

當
に
計
b

っ
、
出
来
る
だ
け
財
政
牧
入
の
成
績
を
向
上
せ
し
め
な
く
て
は
な
ら
諏
。
そ
し
て
其
を
計

る
爲
め
に
は

民
有
民
鞍
ε
対
等
の
課
税

の
あ
る
方
が

=
暦
好
都
合
で
あ
る
。

鋤 Frledberg,BesteuerungderCemeindcn,S .1。6.

膨
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(註
葺

)
。
ツ
シ
ア
ー
-・
画

家
の
特
別
財
唐

尊

皇

地
貸
奮

発

、
完
全
な
皐

準
の
巨
的
の
爲
め
ミ

然
ら
ざ
れ
ば
善
導

る
難

視

に
服

ぜ
し
む
べ
碁

や
に
就
き

、
国
家
維
醤

の
眞

の
国

民
郵
濟

上

の
純
金
為
確
知
す

ろ
・
ミ
」
に
關
す
る
虞

に
に
、
到

る
庭

に
計
算
上
の
理
由

よ
り
此

課
税
が
薦
め
ら

ろ
こ

い
ひ
、
ア
ン
ト

ニ
ー
も
同
車
を
述
べ
、
フ
グ
ナ
ー
も
、
此
課
税
の
行
に
ろ
べ
き
は
第
に
ば
少
く
こ
も
課
税
の
計
算
上
の
貴

行

で
め

ろ
。
何

こ
な
れ
ば
然
ら
ざ
れ

ば
此
等
の
国
有
財

産
等
の
眞

の
財
政
上

の
地
位
が
正
儀

に
見
ら
る

」
こ
ぐ」
に
出
来
な

い
。
此
等
の
財
産
の
維
持

叉
に
凱
却
の
問
題
が
、
真
締
財
政
上
・
攻
釜
事
情
に
&
り
て
男
漸

す
べ
き
だ
47
で
ば
確
實
に
決
定
さ
ろ
嵐
こ
こ
が
出
来

搾
か
ら
こ
い
ひ
、

ワ
ル
ヵ

i
に
、
其
他
の
固
有
財
産
も
地
方
底
固
税

旭
佛

ば
な
く
て
に
な
ら
ね
。
何
ε
な
れ
ば
其
免
税
が
圃
の
所
有
地
煙
草

工
場
等

の
雌
無
一ト
聞
で

ろ
誤
算

に
導
音
得

う
か
ら

乏
い
ひ
、
ヵ
イ
ヅ
ル
も

、
圃
螢
生

産
事
業

の
国
税
賦
課
ド
よ
り
て
當
該
経
螢

の
敢
盆
に
聞
す
ろ
計
算
上

の
監
督
及
精
衛
電

ゐ
説

明
が
可
能

甚

ら

を

漏
し
・
プ
ア
イ
フ
ア
ー
も
・
國

の
醤
利
設
備
に

つ
い
て
ば
、
之
が
免
税

に
爵

芙
財
務
行
政
が
容
易

卜
私
繋

・、比
較
し

鋤

て
瞞
着
に
某
く
所
の
或
利
益
々
計
算
し
得
ろ
こ
い
ふ
こ
ミ
が
あ
ろ
こ
い
ふ
。

うろ
民
業

の
利
益
上

か
ら
も
考
慮
す

る

こ
ご
は
産

業
政

策
上

-こ
し
て
も
、
國

の
使
命

た
る
国

民

の
幅
利
を
増
進

(

す

る
上

に
も
必
要

で
あ
り
、
政

府

ε
し
て
は
出

来

る
だ
け
人
民

を
し
て
其
管
む
所

の
鞍

利
を
全
う

せ
し
め
な

く
て

は
な
ら
す

、
其
妨

害
原
因

を
除

く

こ
・し
に
氣
を
附

け

な
け

れ
ば

な
ら

ぬ
。
政

府
自
ら

の
智

利
的

な

る
財
産

及

管
渠

に
課
税
す

る

こ
孟
は
之

に
よ
り

て
晟
間

の
同
種

の
財

産

の
運
用
及
、管
楽

の
脛

瞥
を

し
て
競
争

上
立
行

(
こ
ε
を
得

せ
し
め
、
之
が
不
課

税
な
り

し
な
ら

舟
に
は
彼
等

に
被
ら

し
む

べ
き
不
利
を
除

一

こ
ざ
を
得

る
。
元
來
政
府

事
業

に
は
其
政
治

上
の
力

ε
.
莫
大

な

る
財

力
信

用

ε
に

よ
り

て
勤

立
す

る
所

の
民
螢
を
塵

近

し
不
利

ε
す

べ
き
傾

の

め
る
の

に
、
其
上
に
不
課
税

ε
あ

っ
て
は
課

税

の
下

に
立

つ
肪

の
民
轡
を

し

て

一
層

困
難

な

る
地

位
に
立
た

し
む

る
こ
ε

、
な

る
。
全
然
公
共
的

な

る
財
産

叉
は
事
業

な
ら

ば
兎

に
角
.
多
少

-し
も
艮
管

ε
競

争
に
立

つ
意
義

の
あ

論

叢

納
税
義
務
者
ε
し
て
の
圃
家

弟
+
大
巻

(第
二
號

二
九
)

二
九
五
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論

叢

納
税
義
務
者
こ
し
て
の
画
家

第
十
六
巻

(第
二
號

三
Q
)

二
九
六

る
だ
け
で
は
、
官
物
及
官
業

に
も
同
等

の
課

税
を
寫

す

の
が
民

管
を
し

て
獲
展

せ
し

め
少

く

ε
も
相
當

に
存

立
せ

し
む
る
所
以

で
あ

る
(註
三
二
∀。

(註
三
;

此
獣

は
顧
ろ
多
く
の
塵
汁

の
共
鳴
す
ろ
所
で
あ
る
。
例

之
、
ラ
ウ
は
、
国

有
地
及
特
構
攻
入
の
課
税
全

般

に
ば
不
孝

、
す

ろ
も
其
例
外

ミ
し
て
国
家
瞥
業
が
無
税
こ
な
石
こ
ε
に
ぶ
矧
て
有
利
ε
な
り
、
私
企
業
に
競
争

心
困
難

こ
す
。へ
吾
場
合
な
墨
ぐ

る
。

》
汗
フ
レ
ー
も
亦
、
国
家

ば
彼

自
身

の
瞥
利
玉
り
の
所
得
た
、
唯
だ
私
纏
螢

ミ
の
競
争
に
於
て
、
利
益

の
剣
断

及
公
準
が
之

か
要
求
で
ろ
酵

に
の
み
課
税
す
べ
し
ご
爲
し
、

・
グ
丁

軋
亦
往

・
に
し
て
課
馨

賢
隊
士

の
遂
行
が
、
國

尿
企
業
熱

ら

ざ
れ
ば
租
懇

懇

に
よ
り
て
、

、
一
方
的

隠
謀
婁

ら
れ
大
ろ
私
企
巣

に
封
ず
る
競
争

ド
於

て
有
利

ミ
ぜ
ら
れ
得

る
場
合
に
要
求
ゼ
ら
ろ
.・」爲
し
、
フ
ル
カ
ー
も
、
其
他
の
國
打
財
産
も
が
地
方
及
國

稔
な
梛
に
な
く
て

ば
な
ら

掩
。
何
ミ
な
れ
ば
國

の
私
競
争
者

が
枇
々
佛

ふ
か
ら
ご
い
ひ
、

グ
ル

ン
ソ

エ
〃
も
、
公
共
團
禮
が
其
自
身

の
財
産
々
課
税
ぜ
φ
・ミ
い
ふ
こ

芝
の
例
外

ぐ」
し
て
、
公
共
企
桑
が
私
人
企
業

ぐ」
自
由
競
争

に
立

つ
亭」
音

に
ば
、
競
争
條
件

の
準
準
が
必
要
な
る
の
故
に
課
税
が
行
に

ゐ
、・L
爲
し
、

シ
ャ
ル
ば
、公
北
八四
龍

の
自
身
の
経
管
に
厨
す

ろ
自
己
課
税
が
例
外
的

に
に
、競
争

で
ゐ
所
の
私
企
業

こ
の
針
立

の
爲
め
に
擁
護
し
得
且

つ
要
求

ぜ

ら
れ
得

ぐL爲
し
、
ロ
ツ
シ
ア
ー
も
、
非
濁
占
蘭
国
家
纏
螢
が
課
税
ぜ
ら

ろ
う
所
の
私
樫
.脅

ε
競
争
す

ろ
威

に
は
、
公
平
」の
根
糠
よ
り
し
て
課
税

が

薦
め
ら
ろ
ご
寫
し
、
ア

ン
ト

ニ
ー
も
同
車

恐
い
ひ
、
更
ら
に
プ
ア
イ
フ
ア
ー
も
、
国
家
に
租
税
に
も
拘
ら
ず
爾
ほ
私
管
渠

ミ
競
争
の
可
能
な
ろ
麗

`

鋼

に
・
租
税
免
除

に
よ
り
て
政
府

が
人
工
的

に
備

へ
た

ろ
利
益
を
異
常
に
利
用

し
て
私
人
奄
異
常
に
贋
遣
す
み
こ
ε
を
可
能
ざ
す
べ
し
ぐL
い
ふ
。

うは

更

に

地

方

財

政

上

か
ら

見

る

も

、

國

の

財

産

叉

は

瞥

業

を

國

自

身

に

て

不

課

撹

ε

す

る

の

結

果

、

地

方

税

〔

.

が

國

視

の
附

加

枕

よ

り

成

る

だ

け

に

て

は

、

財

政

困

難

を

生

す

る
。

夫

の

財

産

叉

は

瞥

業

の

多

き

地

方

團

膿

は

特

に

困

る

。

且

つ
国

有

財

産

叉

は

管

渠

の

多

き

地

方

團

膣

ざ
其

の

偶

々
少

き

地

方

團

罷

ざ

の

問

に

之

に

つ

き

生

す

る

困

難

の
程

度

が

異

り

、
弦

に

一
の

不

公

準

を

生

ず

る

こ

い

ふ

こ

ε

も

あ

る

。
地

方

税

が

特

別

視

を

有

た

す

し

て

囲

挽

:32)Ran,a.a.0.S.407 .Schえ 田e,a.a.O、S.z66'Wagner,a.a,0、S.41S.

Walcker,a.a.O.S,29.Gruntzel

R(,scher,a,a.0、S.351.Antoni

. 37-8.

a.

a,

a.0.S.31-SchalI,a.a.0.S.177.

a.0.S.466,Pfeiffer,a.a.0.S.
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附

加
税

の
み
よ
b
成

る
が
如

き
場
合

に
甑

一
層
困

っ
た

こ
・し
＼
な
サ
得

る
(註
三
三
)、
此

よ
b

い
ふ
も
夫

の
財
産
叉

は
螢
業

に
課
税
を
、寫
す

事
が
必
要

で
あ

る
。

.

(註
三
号

プ
ズ

フ
ア
ー
ば
颪

銘

税
に
　

て
・
国
家
挺

量

急

附
加
磐

・髪

の
霰

警

ら
を

が
如
き
地
方
樽

於
て
大
寒

公

平
が
存
す
ろ
で
あ
ら
う
。
地
方
幽
艦
の
爲

め
に
国
家
の
茄
換

が
な
く
な

る
故
、
地
方
醐
誰

は
強
要
な

み
攻
人

為
狭

め
ら

う
る
こ
ぐ、
ε
な
ろ
で
め
ろ

う
・
そ
し
で
園
内
の
異
り
六

ろ
地
方
に
於
て
、
国
有
財
産

の
不
同
な
ろ
分
配

の
爲

め
之
に
よ
り
鋲
ず

る
鉄
環

馨

箇

の
地
方
團
櫻

に
非
常

に
不
同

で
あ
ら
う
・
例
之
或
地
方
囲
讐

て
其
叢

の
四
分
三
が
国

府
地

髪

占
め
ら

ろ
》

・
す
れ
ば
、
四
分

一
?

。
の
が
全
讐

慨
露

霜

は
な
げ
れ

ば
な
ら
沁
二
…

」な

る
・
そ
し
て
其
人
民
ば
此
.に
於
て
ば
其
管
城

に
偶

・
全
く
國

宥
地
な
き
仙

の
地
方
、開
催

」
於
-げ
ろ
よ
劉

。
颪

殿
し
く
税
ぜ
.

ら
を

こ
『
…

な

ろ
で
め
ら
・つ
"さ

ひ
・
カ
イ
ゾ
ル
も
、些

國
醤
嚢

窃

國
枇
賦

課
〉
に
よ
り
て
.特

に
地
方
税
が
曜
国
税
兆
封
ず
ろ
附
加
税
の
形

　

に
て

の
み
課

ぜ
ら

ろ
.き
ご
・・ゴ
に
ば

、
其

他

の
大

小

の
地

方
闘

雌

の
穐

の
爲

め

に
土
合

為
衡

ふ
み
・
、
ご

ぐ、な

ろ

こ

い
ふ
て
居

ろ
。

O
實
現
方
法
の
提
案
i

よ
記
の
次
第

で
め
る
か
ら
、
理
論
.こ
し
て
は
國
麟
楽
天
ば
国
有
財
産
に
し
て
氏
管
布

く
の
む
の

ε
多

少

ざ
も
競
争
す

べ
き
意
義

あ

る
も

の
に

は
國

自
ら

課
税
す

る
の
が
至
凱

ε
思

ふ
我

三
四
)、
け
れ
ぐ
、
も

今
旺
其

實
例

も
極

め
て
乏

し
く
、
.且

つ
同

一
国
庫
内

に
て
右
手

よ
り
左
手

仁
移
す
が
如

き

こ
ε
の
出

来

る
だ
け
避

け
た
し

ご

い
ふ
事
も

あ
り

、
労

々
態

々
此

課
税
主
義

を

立

つ
る
に
も
及
ば

億
。
今
日
我
国

に
存
す

る
唯

一
例
外

セ

「

る
鑛

業
税

の
自
己
課
税

の
如
き
も
む
し

ろ
止

め
て
、
不
課

税

の
方

に
統

　
し
把
方
が
頁

か
ら

う
ε
思

ふ
。
併

し
之

を
頚
純

に
不
課
税

ε
し
て
は

い
け
な

い
。
之

に
代

る

に
必
ず

や
交
付

金
を
以

て
す

べ
き
も

の
で
あ

っ
て
、
即

ち
國

家
は
、
夫

の
国
有

財
産

国
管
業
が
民
有
螢

で
め

っ
た

な
ら

ば
課

せ
ら

る

べ
き
国
税

に
謝
す

る
地
方

附
加
税

に
相

當

論

叢

納
税
義
務
者
ご
.し
て
の
.國
察

第
十
六
巻

(第
二
號

三
.;

二
九
七

3呂)Pfeifre1.,a,ε 』.0.S.37・Kaiz1,ε し・ ε」・0・S. 1コ2.

'

■



論

叢

納
稚
義
務
者
ぐ」し
て
の
画
家

第
十
六
巻

(第
二
號

三
二
)

二
九
入

す

る
だ
け

の
交
付
金

を
地

方

に
交
付

し
(註
三
五
)
、
更

ら

に
國

の
財
産
及
螢

業

の
経

理

上
、

右
の
交
付

金

の
外

、
本

税

に
當

る

べ
き
も

の
を
加
算

し
た
、る
計
算
を
も

明
示

し
、
樹
果
之

が
脛
瞥

に

つ
き
民
業

ε
の
競
争

を
出
乗

る
だ
け

避
く

る
や
う

の
注
意

を

寫
し
て
不
課
挽

の
弊
を
緩

和
す

べ
き
で
あ

る
。

(註
三
四
)
プ
ア
イ
フ
ァ
ー
に
、
國
に
各
の
闘
}係
に
て
精
密
に
各
個
人
ご
斉
し
く
課
税
に
服
ゴ
る
こ
ぐ」
の
原
則
が
全
く
明
か
に
表
は
さ
れ
且
つ
確
定
ぜ

鋤

ら

ろ
べ
.き
で
あ

る
。

此

が
忽

に
ぜ
ら
れ

ろ
こ
き

に

、
常

に
最

下
翼

な

ろ
濫
用

が

心

配
す
.。へ
奇

で
あ

ろ
と

い
ふ

、

(註

一昌
五
)
プ
ア

イ

フ
ア
ー

ば
之

に

つ
き
注

意

す

曰
く

。
地

方
財

政

の
困
難

ば
、
画
家

が
共

の
地
方

團

艦
内

に
あ

ろ
財

産

の
爲

め

に
国

税

な
免

じ
て

も

、
・

罰

地
方

責
措

に
ぱ

貢
献

す

ゐ
・
;
」
に
依

り

て

・
敷
演

ぜ
ら

う

ろ
こ

ミ
な
得

へ
し

ミ
。

第
三
段

地
方
税
の
納
税
義
務
者
と
し
て
の
国
家

ラ一
實
例
一

日
本
に
て
は
國
が
地
方
税
を
負

ふ
例
は
な
い
。
国
家
が
自
ら
負

ふ
所

の
唯

一
の
國
視
た
る
鑛
業
視
に

(も
地
方
附
加
税
は
禁
止
さ
れ
て
居
る
(註
三
六
)
、
然

る
に
外
囲
に
て
は
國
が
地
方
税
を
負
ふ
例
は
却

っ
て
少
く
な

い

〔註
三
七
)。
今
昔
魯
西
を
取

っ
て
見

る
の
に
、
其

一
八
八
五
年
注
に
も
、
國
憧
に
よ
り
瞥
ま
る
、
瞥
業
、
鐵
追
及
鑛

旧
業
並
に
官
有
土
地
山
林

よ
り
得
ら
る

、
所
得
に
つ
き
國
庫
も
亦
、
所
得

に
課
せ
ら

る
＼
地
方
税
に
服
す
ε
な

っ

て
居
b
、

]
八
九
三
年
法
に
よ
れ
ば
、
國
に
厨
す

る
土
地
建
物
は
其
公

の
勤
務
叉
は
使
用

に
定
め
ら
る

、
だ
け
に

て
地
方
不
動
産
視
を
冤
除
せ
ら

れ
、
其
土
地
叉
は
建
物
が
唯

　
部
の
み
公
勤
務
又
は
使
用

に
定
め
ら
る

、
ご
き
は

免
税
は
其
部
分
の
み
に
關
す
ご
あ
る
か
ち
、
燗
も
土
地
建
物
に
つ
き
地
方
不
動
産
視
を
課

せ
ち

る

Y
こ
だ
め
る

31)

35)

=脚)

Pfei旋 「,a.a.O.S.38,

prei臼er,a、a.0.S,37,

Schaf日e,a.a,0.S,26ア. 、Vagner,a.a.0.S.423 ,

■



ご
謝

か
で
め
り
・㎡

の
集

も
亦
.疲

に
は
地
方
箋

撃

課
せ
ら
れ
、
唯
だ
襲

の
み
が
之
ポ

蒸

せ
ら

㌔

そ
し
て
竪

は
其
響

所
の
鐵
嘉

山
及
其
他
の
箋

、
並
に
署

土
地
山
林
　

の
所
得
・
つ
き
嬰

所

得
撃

負
ふ
所
で
ゐ
輸
・
智

整

の
如
き
善

業
視
・
冤
れ
・
居
・
が
、
所
得
磐

け
・
讐

・
れ
・
居
・
の

で

あ

る

。

〔註
三
六
》呆

の
嘉

=
二

條
旨

爵

の
莱

雀

行
震

国
有
の
土
地
蚕

糎

に
射
し
査

圏

市
難

賦
攣

る
、
、ε
落

す
.、勾

て
・
町
村
制
δ

一
極

尚

襟
髪

句
が
碧

。
芒

て
府
騒

=

篠

径

、
府
縣
馨

賦
課
-

…

奮

ざ
・
あ

に
聞
し
詮

、

法
律
勅

令
だ
以
て
別
段
の
規
定
為
設
く

み
も
の
の
外
、
市

町
村
税
の
例
に
依

る
ぜ、
あ
み
。

へ

(註

三
七
)
シ
エ
フ

レ
ー
に
、
國
』
亦
、
其
地
方
圓
催

内
に
概
か
れ
た
ろ
攻

紐
源

F
つ
き
牧
釜

及
所
得
税
に
引
か
ろ
べ
く
、
貴
院

に
も
愈

々
多
く
行
に

れ
た

こ
い
ひ
・

(
ツ
ケ
ル
も
、
國
も
亦

、
地
方
團
艦

の
管
域

に
あ
ろ
如
さ
攻
盛
物
盤
よ
り
の
國
家
政
入
に
つ
き
地
方
團
醗
よ
円
租
税
給
付

に
引

か

鋤

る
ご
い
ふ
。

ラニ
理
論

1

、

(

A)
否
定
理
由
ε
其
反
駁
-

斯
の
如
く
我
邦
に
て
は

一
切
國
に
地
方
税
を
賦
課
し
な
い
け
れ
♂
」
も
外
國
に
は
其

ぐ
例

に
乏

し
く
な

い
。
然
ら

ば
其
理

論
上

の
當
否
如
何

ε

い
ふ

に
、

先
づ
.其

の
之

に
裸

視
せ
す

ξ

い
ふ
論
櫨

の
第

一

は

の
國
は
地
方
よ
b
も
上
級
な
る
統
治
團
騰

で
あ
っ
て
、
上
級
團
膿

に
向

っ
て
下
級
團
臓
よ
り
し
て
課
税
椹
を

く

行
ふ
ε
い
.ふ
こ
己
は
上
下
關
係
を
素
る
も
の
で
あ
り
、
國
の
威
信
を
損
す
ε
い
ふ
こ
ε
で
め
る
。
併
し
国
家
な
れ

論

叢

納
税
義
務
澄

し
て
の
画
家
.

第
+
六
巻

彙

二
親

三
も

二
九
九

訊7)

38)

39)

40)

Zelle,さtadteordnungetc.S.8z,83,KaufIn乱nn,Kommunalnnunzeロ ・II・S・33斗 ・

Zelle,ebenda.S、85,Kaufmann,ebenda・S・335・

Zelle,ebenda,S,88,Kaufmann,ebenda・S.346.
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論

叢

納
税
義
務
者
こ
し
て
の
画
家

第
+
六
巻

(第
二
號

三
四
)

三
〇
〇

ば

常

に
地

方
團
盤

の
上

に
立

つ
べ
き

も
の
ε
は
必

ず

し
も

い
は
れ

ぬ
。
國
家

が
人
民

嬉
さ

へ
劃
等

な

る
民

事
關
係

に
立

つ
こ
ざ
は
あ

る

バ.
き

で
あ
る
。
呪

や
彼

が
螢
利

者

こ
し
て
私

人
さ
謝
等

に
立

つ
だ
け

に
て
は
、
地

方
團
禮

の

下

に
立

っ
て
其

課
税

に
服
す

る
こ
ε
は
之
を
認

め
て
差
支

な

い
。
統
治

關
係

に
て
は
國
は
地

方

の
上

に
立

つ
も
、

私
的
關
係

に
て
は
例
外

ご

し
て
地
方

の
下
に
立

つ
こ

ざ
毫

も
妨
げ

な

い
。

うろ
第

二

に
は
國

の
警
む
事
業

は
凡

べ
て
公
共
的

事
業

で
螢
利
的

の
も

の
で
な

い
か
ら

、
地

方
が
之

に
課

挽
す

(

べ
き
も

の
で
な

い
ε

い
ふ
が
あ

る
ゆ
或

は
特

に
鐵

道

の
如

き
も
最
早
公
共
的

事
業

で

あ
る
か
ら
之

に
地

方
税
を

賦

課
す

べ
き
で
な

い
ご
見

る
人
が
あ

る
(註
三
八
)、

け

れ
こ
も
事
實

ε
し
て
政
府

の
も

つ
財
産

叉
は
瞥

業

に
、
そ

し
て

鐵
道
の
如

き
に
も
瞥

利
的

分
子
が

あ
り
、
輩

な
る
共

益

的

の
も

の
ε
し
て
は
必
ず

し
も
現
は

れ

て
居

ら

漁
(註
三
九
)、

随

ふ
て
此
理
由

よ
b
地
方

税

の
賦
課
を
否
定

し
去

る

ξ
い
ふ
の
は
當

を
得

ぬ
。
.

(註
三
八
[
シ
エ
フ
レ
ー
に
、
曹
魯
酉
に
て
固
有
鐵
道
な
地
方
税
義
務
り
下
に
直
ぐ
こ
ε
に
、
.唯
私
設
鐵
道
制
度
工
り
の
歴
臭
的
に
の
み
説
明
し
得
る

こ
ε
で
、
瓦
等
の
交
通
機
關
ド
つ
昔
原
則
上
に
に
理
由
附
す
ら
る
」
こ
こ
ば
出
来
な
い
。
然
ら
ざ
れ
ば
此
が
郵
便
電
信
に
も
要
求
さ
ゐ
＼
心
得
う

つ

こ
ミ
こ
な
ろ
べ
し
ミ
い
ふ
て
居
る
。
ワ
グ
ナ
ー
も
同
事
々
い
前
。

エ
ラ
ラ

(註
ミ
九
)
第
二
段
二
A
は
参
照
、

ε

(

うは
第
三

に
は
國
螢
国
有

の
物

に
於
げ

る
牧

人
が
公
盆

の
短

め
に
公
共
的
支
途

に
用

ゐ
ら

る

、
の
故

に
免
税
す

(

べ
き
も

の
な

b

ε
い
ふ
の
で
め
る
が
(註
四
〇
)、
此

も

前

に
も

い
ふ
た
や
う

に
之
を
課

税
す

べ
き
特
別

理
由

な

き
場

合

に
の
み
認

む

べ
き
現
由

で
あ

っ
て
(註
四
ご
、
公
盆

用
途

に
充

て
ら

れ
た

か
ら

ε

い
ふ
て
當
然
免
税

さ

る

べ
し

ε

41)Scha田e,a.a.0.S、267.Wag㎞er,a.a.0,S.423.
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は
い
ふ
を
得
兎

或
は
此
嚇
合
、
地
方
菟
税

に
よ
り
て
國

に
於
て
充
た

さ
る

べ
き
公
益
は
、
地
方
課
税
に
よ
り
地

方
に
て
充
π
さ
る
べ
き
公
益
よ
b
も

一
層
廣
.汎
の
地
域

に
亘
り

一
層
重
大
な
b
ε
い
ふ
か
も
知
ら
源
が
、
其

に
謝

し
て
は
國
に
て
は
牧
人
源
も
豊
富
多
方
面
で
あ
る
か
ら
、
此
地
方
課
税

に
よ
り
て
吸
入
を
掛
減
す
る
も
之
を
補
償

す

る
こ
ε
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
が
、
地
方
に
て
は
牧
人
源
概

し
て
貧
弱
で
あ
る
か
ら
此
課
税
を
寫
し
得
ざ
る
短

め
の
困
難
は
間

々
非
常
に
人
な
る
も
の
で
あ
る
こ
ε
を
顧
み
な
く
て
は
な
ら
.狙
。

,

、(茜

9

易

ナ
占

・
地
方
團
讐

て
得
…

國
及
其
他
の
地
方
團
禮
の
所
得
が
用
芸

所
眉

的
か
ら
い
へ
ば
、
厚
則
上
竺

磐

凡
べ
て

の

此
所
得
の
.菟
税
・
随

ふ
て
財
産
盗

新

事
業
凍
り
生
す
ろ
』
の
の
.免
税
が
辯
護
ぜ
し
め
ら

る
・・
い
ふ
。

ラ
ラ

ラ

ロ

(註

四

ご

第

二
段

二
A

に
参

照

(

(
(

P
更
ら
に
又
夫
の
地
方
團
髄
丙

に
あ
る
所
分
固
有
財
産
叉
は
國
瞥
事
業
は
全
盟

の
公
益
上
其
虚

に
在
る
べ
《

く

ド

定
め
ら
れ
π
も
の
で
・
其
の
蓼

其
地
方
團
盟
が
財
政
上
に
困
難
を
生
す
る
・
.
・
ミ

な
ξ

も
、
其
は
其
地
方
團

「
膿

に
於
て
全
艦
に
謝
す
る
部
分
の
犠
性

ε
し
て
諦
め
る
外
な

い
`
い
ふ
見
方
が
あ
る
(註
四
二
)
、
成
程

.
部
分
陀
る

地
方
團
瞠

ざ
し
て
此
の
如
き
見
方
を
し
て
課
税
遠
慮
す
る
の
は
道
義
上
質
む

べ
き
態
度
で
は
あ
る
が
、
併

し
.國
家

ε
し
て
は
其
の
爲
め
或
地
方
團
禮

か
他
の
地
方
團
燈
よ
り
も
特

に
不
利
ε
な
り
、
時

ご
し
て
は
非
常

に
窮
組
す
る

の
を
見

て
見
ね
振
り
す
る
ε
い
ふ
の
は
宜
し
く
な
い
。
道
義
の
中
福
だ
る
べ
き
国
家
ε
し
て
は
或
地
方
團
磯

の
過

大
な
困
難
を
相
當
に
考
慮

し
て
や
る
の
が
至
當
で
あ
る
。
叉
地
方
團
禮

よ
b
見
て
の
地
方
園
禮
ε
し
て
の
犠
牲
ε

㌧

論

叢

網
嚢

務
者

・・
し
て
の
国
家

、

第

+
六
巻

(第
二
號

三
五
)

三
.O

一

・

42)Wagner,a・a・O・S・423・

,
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論

叢

納
撹
義
務
者

ε
し
て
の
國
家

弟
+
六
巻

(第
二
號

三
六
)

三
〇
二

・

い

ふ

こ

ε

も

其

も

程

度

の

問

題

で

、

其

が

僅

か

許

b

の

事

な

れ

ば

辛

抱

も

出

水

る

け

れ

こ

も

.

梢

大

な

も

の

ε

な

る

ε

到

底

堪

へ
切

れ

な

く

な

る

こ

ぜ
を

見

れ

鳳

。

⇔
旺
四

一
一)
ナ
パ
ー

マ
ン
ば
曰
く
、
㎝図
及
地
方
團
髄
全
艦

の
利
益
が
最
大
利
益
な
期
待
す
べ
く
醜
く
重
大
な

る
改
革

に
關
す

み
ε
き

に
に
、
各
箇

の
地

方
團
讐

利
益
及
財
政
上

の
利
益
量

春
熊
成
さ
ぬ
で
あ
ら
)
。
然
ろ
雲

-・
各
箇

の
地

方
團
膿
茎

艦
の
之

に
用
立

つ
べ
音

}
箭

こ
し
て
之

に

。

從
厩
し
な
く
て
一・
な
自

・
其

-・
各
会

利
套

全
禮
の
利
奮

爲
冷

従
属
し
な
く
て
な
ら
ね
高

機
で
あ

る
・
そ
し
て
恰
か
も
地
方
團
儂
は

.

此
長

て
喬

の
国
民

長

享

歪

不
さ
な
く
て
に
な
ら

ぬ
鞠
・

ラほ
或
は
國

ε
地
方
團
艦

ご
の
間

に
は
其
任
務

を
番

す

に

つ
い
て
相

互

に
補
助

し
合

ふ
ぜ

い
ふ
關

係
が
あ

る
か

(

ら

、
國

が
或
地

方
管
域
内

に
課
税
物
件

を
持

つ
か
ら

ピ

い
ふ
て
直
ち
に
其

に
向

っ
て
其
地

方
が
課
税
す

る
の
は
穏

當

で
な

い
ε

い
ふ
が
あ

る
(註
四
三
)
、
け

れ
ご

も
斯

の
如

き
相

互

に
補
助

し
合

ふ
`
い
ふ
關
係

は
、
濁

り
國

ε
地
方

ご
の
間

の
み
な
ら
す

、
國
又
は
地
方

ε
人
民

ε

の
問

に
も

あ
る

べ
き
も

の
で
、
斯

か
る
理
由

に
て
人
民

が
不

課
税

ξ
な
ら

血
ε
同
様

に
、
斯

か
る
理
由

に
て
は
國
を
地

方
課

税
よ
り
発
す

る
に
及
ば
な

い
。

馳

(酸
四
三
)
シ
ヤ
ル
は
課
税
【般
に
封
ず
る
眞
の
例
外
ε
し
て
公
共
團
膿
相
互
間
の
免
税
な
擧
げ
、
此
が
相
互
踊
完
の
關
係
に
立
つ
所
の
共
同
團
盟
こ

蜘

し
て
の
公
共
團
誰
の
地
位
よ
り
辮
護
し
め
ら
る
こ
い
ひ
、
エ
」
ペ
ル
ビ
も
全
く
同
亭
々
い
ふ
。

ラへ
或
は
又
地
方

が
國

に
課

税
す

る
ε
す

れ
ば
、
随

ふ
て
は
國

が
地

方
を
も
課
税
す

る
こ
ビ

Y
な
り
、
即

ち
相

(

.

互
課
税
す

る
こ
ご

、
な
b

て
、

其
は
無

用

の
勢
費

を
増
す

に
過

ぎ
粗
ε

い
ふ
見

方
が
あ

る
(註
四
四
)
、
併

し
互

に
課

税
す

る

ε
し

て
も
其
事
由

の
大

さ
は
必

ず
し
も
同

一
で
な
く
、
ひ

し
ろ
其
異

る

こ
ご
が
多

か
ら

う

か
ら

、
輩

に
勢

43)Oppermann,a .
44)Schall,a.a.0.

　 a.0.S.
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費

を

要

す

る

の

故

を

以

て

相

互

課

税

を

止

め

る

ε

い

ふ

ご

`

は

出

來

な

い
。

(註
四
四
Y
ナ
パ
ー

マ
ン
は
、
此
交
互
課
税
即
ち

一
の
公
金
庫
よ
り
他
の
も

の
に
貨
幣

の
無
用
な

ろ
授
憂
の
買
隊
的
重
要
が
、
此

に
結
付
斗
、た
ろ
猛
燭

の
引
去
の
後

に
非
常

ド
小
な
も
の
で
、
既

に
此
が
疲
止
に
結
付
音
た
る
行
政
機
關

の
簡
単

化
の
み
が
、
財
政
上

の
効
果
起
準
準

し
且

つ
恐
ら
く
は

靭

超
過

す

る
程

で

あ
ろ

ぐ」
い
ふ
。

ラB
肯
定
理
由
-

倦
て
又
地
方
が
國

に
謝
し
て
其
國
螢
事
業
及
国
有
財
産

に
つ
き
課
税
す

べ
し
蓬
の
理
由

の
第

(
　
は
然
ら
ざ
れ
ば
生
す
る
こ
ε
め
る
べ
き

い
地
方
財
政
の
囲
難

の
救
済
ご
い
ふ
こ
ε
で
あ
る
。
國
螢
事
業
の
少

い
問
は
ま
だ
忽

ふ
.べ
き
で
あ
る
け
れ
ず、

ぐ

も
、
此
が
多
少
目
立

っ
て
多
く
な
る
ε
、
之
に
不
課
税
ε
あ
っ
て
は
地
方
財
政
ε
し
て
堪

へ
ら
れ
な
く
な
る
。
例

之
、
國
管
工
場
が
出
来
れ
ば
其
地
方
に
て
は
之
に
出
入
す

る
物
資

の
爲
め
に
道
路
橋
梁
を
修
築
す
る
の
土
木
費
が

嵩
む
。
其
勢
働
者
及
其
子
弟
の
駕
め
に
激
育
費
救
貧
及
警
察
費
な
ざ
が
殖
え
る
(駐
四
五
)、
之
に
黝
し
此
國
瞥
工
場

が
民
螢
で
あ

っ
た
な
ら
ば
地
方
に
て
課
し
た
る
べ
き
租
挽
を
課
す

る
こ
ご
が
出
來
な
け
れ
ば
非
常

に
困

る
こ
ご
に

な
る
。
国
有
の
土
地
が
其
地
方
の
土
地

の
大
部
分
を
青
む
る
場
合
の
如
き
も
同
様
で
、
若
も
此
國

ε
い
ふ
大
地
圭

を
課
税
す
る
こ
ε
が
出
來
な
け
れ
ば
、
あ
ε
は
小
作
人
や
小
商
人
ば
か
り
で
其
地
方
税
牧
入
の
乏

し
き

に
困
ら
な

け
れ
は
な
ら
ぬ
。
で
あ
惹
か
ら
國
の
螢
業
な
り
土
地
建
物
な
り
が
此
地
方
内

の
襲
業
不
動
産
の
可
な
b
の
部
分
を

青
む
る
場
合
に
は
、
何
ざ
し
て
も
地
方

の
國
に
獣
す

る
課
税
が
許
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
(註
四
六
)。

論

叢

納
税
義
務
者
ε
し
て
の
國
家
.

.

第
十
六
巻

(第
二
號

三
七
)

三
〇
三
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論

叢

納
税
義
務
者

こ
し
て
軌
国
家

・

第
+
六
巻

(第
二
號

三
入
)

三
〇
四

9

(註

四
五
)
フ
グ
ナ
ー
に
、
國
の
此
の
如
き
所

有
地
及
此

の
如
き
設
価

(森
林
、
鑛

山
)
が
諸
多
の
地
方
愛
別
之

、
道
路
學
校
救
貧

の
爲
め
の
費
用
な
生

じ
得

ろ
。
そ
t
て
此
支
出
ば
實
ば
當
該
所
有
及
其
攻
釜
の
利
釜
の
爲
め

・ト
存
し
、
且
つ
本
来
此

に
計
算
す
べ
き
生
産
豊

に
旙
す
べ
き

も
の
で
あ

ろ

ご
い
ひ
・
ワ
〃
カ
ー
も
、國
例
之
猫
帝
国

の
土
地
及
建

物
に
地
方
税
な
免
じ
て
は
な
ら
禰
。
何

ご
な
れ
ば
國
が
其
陸
海
軍
兵
瞥
鐡
甦
工
場
採
鑛
冶
金

拷

一

蓉

地
方
美

努

費
翠

引
攣

か
ら
・
望

遁
路
蛋

じ
饗

単
核
轟

藩

加
・
得
う
か
凄

い
や

(註
四
六
〉
シ
ヤ
ル
ば
、
地
方
四
俄
.ト
於
σ

ろ
国

家
の
営
利
の
課
税
が
本
来
理
由

あ
る
こ
ご
で
文
事
實
上

に
し
次
の
理
由
か
ら
現
は
う
ろ
。
即

ち
公
法

人
め
財
産
が
往

々
に
し
て
課
税

の
爲
め

一
般
に
問
題

に
來

乃
財
産
の
大

な
み
且

つ
此
に
往

々
に
し
て
不
釣
合

に
分
配
ぜ
ら
れ
た
ろ
部

分
々
成

で
か

的

ら
ざ
い
ふ
。

一

亀

う

そ
し
て
此

の
如

き

も
の

の
爲
め
に
地

方
課

櫨

を
爲
す

ご

い
ふ

こ
だ
は
公
正
上

も
相
當

で
あ

る
。

正
義

に
適

(

う
。
國

家
が

工
場
等
を

も

つ
爲

め
に
特
別

の
負
握

を

或
地

方
團

燈

に
生

せ
し

め
た

ε
す
れ
ば

、
之
を
相

當
補
償
す

る
の
が
當
然

の
庭
置

で
あ
り
、
道
義

の
維
持
潜

た

る
國
家

の
當

さ
に
駕
す

べ
き
こ
ξ
で
る
る
。
或

は
利
益
原

則
を

探
ら
す

能
力
原

則

か
ら

い
ふ
て

も
、
.國
家

の
工
場

や

土
地

等

に
現
は
れ
た

る
だ
け

に
於
け

る
給
付
能

力

に
億

じ
だ

る
負
揆

を
爲
す

の
が
矢
張
り
至
當

ε

い
は
な
く
て
は

な
ら

槍
(註
四
七
)。

(註
四
七
)ビ
ル
ン
列
ウ
ム
ば
、
瞥
業
税
の
利
益
原
則
上
の
辯
護
は
租
税
論
上
の
観
察
願
こ
し
て
ば
有
力
で
な
い
。
む
し
ろ
人
は
之
に
つ
音
響
業
の
所

得
が
有
基
的
の
も
の
で
此
の
如
き
も
の
ご
し
て
地
方
税
に
於
て
も
特
別
の
頁
措
に
從
ば
な
く
て
な
ら
ぬ
ミ
い
ふ
、,、ピ
に
て
理
由
つ
け
ら
れ
な
く
て

働

ば
な
ら
ぬ
ε
い
ふ
9

　は
加
之
此
場
合
國
庫
に
課
視
せ
ざ

る
の
結
果
は
、
當
該
地
方
團
膿

の
他

の
私
人
た
る
人

々
に
謝
し
、
然
ら

さ

(
.

髄

れ
ば
め
る

べ
き
よ
り
も
二
重
に
過
重
な
負
推
を
課
す
る
の
不
都
合
を
生
す

る
。

一
方
に
は
國
轡
事
業
あ
る
爲

め
に

摩

46)

47)

48,

Wagner,a.a.0.S.423.Wa】deer,a,a,0.S,28.

Schall,a.a.0.S,1]].

Birnbaum,DiegemeindlichenStem'spstemcinDeutschland・S,33.



■

.

.引

引
起

さ
れ
た

る
農
用

の
質
権

に
任

じ
、
他
方

に
は
國

家
の
負
辮
す

べ
き
分
の
負

播

に
も
當

る
こ
ご
に
依

り
て

で
あ

る
。

で
此
不
都
合
を
避
く

る
爲

め
に
も
國

に
課
税
す

る

こ
ε
が
認

め
ら

れ
な
く
て
は
な
ら

漁
(註
四
八
)。

(註
四
八
㌻

ヤ
ル
に
、
国
家
的
輕
濟
維
醤
な
地
方
税
よ
り
免
ず
る
こ
ご
に
、
地
方
團
催
内
の
其
他
の.納
税
義
務
者
な
し
て
、
画
家
樫
醤
の
爲
め
に
事

情
に
よ
り
特

F
引
起

氏

た

る
地
方
支
出
の
外
に
、
画
家
縄
筥

偶
め

旨

熟
覧
ぜ
ら
る
.・、
斗
租

税

の
分
前
層
為

饗

し
融

々

、
-.
長

刀
で

あ
ら
う
ミ
い
ひ
・

ワ
グ
ナ
ー
賎

例
之
或
地
方
團
禮

に
於
け

る
國
の
所
有
地
及
鑛
山
が
全
く
地
方
税
義
務

な
し

・与

れ
ば
、)
唯
恐
ら
く
に
近
隣
地

ぷ

ヤ

方
團
讐

芝

な
蕩

の
此
踵

な
ろ
講

の
爲
め
に
の
馨

易
に
頗
・
強
く
私
人
の
矯
め
霜

税
纂

が
上
馬
き

・
凱

。

口
其

も
斯

か
る
地

方
團
禮

に
或
負

婚
或
困
難
を

齎
ら
す

こ
ご
が
、

星
団

の
各
地

方
團
禮

に
卒

等

に
行

は
る

＼

く

な
ら
ば

、
特

別

の
瀞

慮

に
も
及

は

粗
け
れ
ざ

も
、
其

国
管

事
業

幽
有
財
産

の
存
否
大

小
は
者
地
方

一
様

で
な
く
、

或
庭

に
は
大

に
之
あ
b
曾
池

の
庭

は
少

し
く
之
あ
り

、

そ

し
て
更

に
他

の
庭

に
は
全
く
な

し
ε

い
ふ
こ
ε
が
あ

っ

て
、
.之
を
雫
準

ず

る
で
な

く
て
は
地

力
問

に
不
《
卒

を
生

す

る
ε

い
ふ
こ
ε
に
な

る
。
で
之
を
救
済
す

る
爲

め
に

も
夫

の
課
税
を
要
す

円

い
ふ
こ
ご

、
な

る
(註
四
九
〉。

(註
四
恥
)上
記
註
四
六
-
参
照
。
省
ほ
、
ワ
ル
カ
ー
ば
、
其
他
の
國
宥
財
産
も
地
方
及
国
税
な
撹
に
な
く
て
ぱ
な
ら
ね
。
何
.、、な
れ
ば
此
が
不
平
等

に
園
内
に
分
配
ゼ
ら
ゐ
㌔
か
ら
こ
い
ひ
、
ウ
ン
プ
エ
ン
バ
ッ
ハ
も
、
固
有
の
権
利
に
よ
る
財
政
財
産
が
め
り
て
其
が
異
"
た
ろ
肚
會
経
済
(地
方
)

の

な
頗

ろ
異
り
た

ろ
大

さ
に
て
交
渉
す
ろ
ε
奇

に
其
肚
會
経
済

〔地
方
)
に
向

っ
て
、
財
政

が
必
然
租
税
義
務
か
も
?

、、
い
ふ
。

、

副
そ
し
て
國
婁

国
有
財
産
謀

税
す
る
ξ

は
、
國
集

導
よ
b
い
ふ
も
、
民
業
あ

關
係
王

種

濟
の

く

正
當
な

る
地

位
を
了

解
す

る
に
必
要

で
之

に

つ
き
當

局
者

に
改
頁
向
上
を
促
す

に
も
有
功
な

る
こ
ご
は
前

に
國
視

論

叢

納
税
義
務
者
ピ
し
て
の
国
家

、

第
十
六
巻

(第
二
號

三
九
)

三
G
五

49)Schall,a、a.0.S.置77.Wa呂ner,a・a・0・S・423・
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論

叢

納
税
義
務
者
乏
し
て
の
圃
家

弟
+
六
巻

(第
二
號

四
〇
)

三
〇
六

に

つ
い
て

い
ふ
所

よ
り
類
推

さ
ち

Y
所

の
如

丸
で
あ

る
。

勾
更
ら

に
国
替
業
等
が
民
間
の
共

に
競
争

ε
な
る
だ
け
に
て
は
、
.民
間
競
争
者
を
し
て
國
響

の
競
争
上
の

く

不
利
を
免
れ
し
む
る
に
も
夫

の
課
繋

必
著

い
ふ
・ピ

に
な
る
。
此
も
前

に
鼠
視
に
つ
き
い
ふ
所
か
ら
し
て
も

類

推

「愚

る

、
所

で

め

る

〔註

五
Q
)
。

(註
五
〇
)
コ
ソ
ラ
ー
ド
は
、
國

の
私
波
上
の
所
得

ば
私
人
ご
の
競
争
に
於
て
よ
り
有
利
ε
な
ら
ざ
る
が
爲
め
に
、
地
方
園
鵬

に
射
し
納
税
義
務
あ

る

ノ

も
の
で
な
く
て
ば
な
ら
岨
こ

い
ひ
、
シ
ヤ
ル
ゼ
、
地
方
團
艦

に
蕊
ゐ
思

の
智
利

の
裸
視
が
本
來
理
由
め
ろ
こ
ご
で
、
事
實
上

に
も
競
争
情
態
が
公

開

共
團
艦

企
蓼

・
私
人
企
蓼

あ

対
等
な
要
求
し
得

る
が
爲

め
に
現
に

ゐ
亡
い
ふ
。

O
實
現
方
法
の
提
案
1

で
国
家
ε
雄
も
其
螢
利
事
業
及
財
産

に
關
す

る
だ
け
に
て
は
相
當
な
る
地
方
挽
負
擢

く
を

駕
す

の
が
至
當

ε

い
ふ
こ
ε
に
な
る
(註
五
こ
。

た

ゴ
國

に
地
方

税
を
課

す

る
ε

い
ふ
こ
ご
は
名
義

上
穏
當
一を
敏

く

の
威

も
め
り
、
其
を
考
慮

し
て
之
を
避

け
穐

ε
は

し
な

い
で
民
有

瞥
で
あ

っ
た
な
ら
ば

負
ふ

べ
か
り

し
も
の
を

交
付

金

の
名

に
て
國
[よ
り
地
方

に
交
付

す

る
の
が
適

當

の
や
う
で
あ

る
。
其

に
は
現

に
先

例
も
あ

る
(註
五
二
)。
・
そ

し

て
其

交
付
金
は
膏

に
地

租
や

家
屋
視
や
警
乗
視

に

當
る
も

の
に
於

て

の
み
で
な
く
、
所

得
税
及
之

に
準
ず

る
も

の
(註
五
三
)
、

に
て
も
之
を
興

ふ
る
の
が
至
當
で
あ
り

、
そ

し
て
政

府

の
財
産

叉
は
讐

業
設
備
が
敷
多

の
地
方

團
禮

に
亘

る
場
合

に
於
け

る
交
付
金

の
分
配
方

法
に
つ

い

て
は
、
租
税
名
義

に
て
普
魯
酉

に
て
地
方

に
交
付

さ
燕
だ
も

の
に
於

け
る
標
準

な
、"」
が
参
照
す

べ
き
も
の
ε
思

は

る
る

〔註
五
四
)。

51)Conrad,Grundri5sd,Fw,2Au日.S.26・SGhall,a・a.O・S・1]]・



〔註
五

一
)
フ
グ
ナ
ー
に
・
人
ば
誉
利
目
的

に
用
立

つ
だ
け

に
て
に
、
国
有
財
産
随
ふ
て
此
等
の
も
の
の
牧
谷

の
地
方
税
義
務

た
全
艦
上
瓶
例
也

ぐ、
宣

鋤

書
し
な
く

て
な
ら
ね
で
あ
ら
う
こ
い
ふ
て
居
ろ
。

、

〔註
五

二
)
現
に
カ
ゥ
フ

マ
ン
に
依
れ
ば
英
国

ド
ベ
ぱ
、
地
方
税
賦
課
に
つ
き
固

有
財

産
に
除
外

さ
れ
て
居

る
四恥

国
有
の
王
地
及
建
物

に
つ
吾
、
一
八

五
九
年
に
次

の
如

く
定
め
ら
れ
た
。
即

ち
國

ぱ
救
貧
宜
応

に
射
し
國
の
不
動
産
に

つ
い
て
其
所
有
者

ε
し
.天
占
有
者

ε
し
て
地
方
税

の
代
り
に
地

方
負
捲

へ
の
年
々
の
分
櫓
金
奄
出
す
べ
き

こ
ぐ」
ミ
な

っ
た
。
そ
し
て

〒
入
七
四
年

に
ほ
国
家
精
励
金

の
富
時

の
田
上
の
機
會

に
-
夫

の
国
有
財
産

に
つ
音
て
の
分
溜
盆
が
爾
後
に
国

家
の
凡
べ
て
の
不
動
産
所
石
に
つ
告
地
方
税
た
尊

重
し
て
蜘

ば
る
べ
斗
三

・ζ

な
り
、
此

時
ま
で
ば
唯
だ
此
等

の
物

の
實
隙
の
攻
紐
の
標
準

に
依

っ
た
の
で
あ

っ
た
が
、
爾
後
ば
嘗
該

土
地
の
偵
依
り
考
慮
が
生
す

ろ
こ
ε

、
な

っ
た
。
叉
ア

ン
下

ニ
ー
に
依
れ

尉

ば
輯

て
バ
イ

エ
ル

ン
に
て
も
時

に
事
情

に
よ
り
國
が
地
方

に
向

っ
て
分
播
金
か
交
付
し
お
。

術
ピ
ル

ン
バ
ゥ

ム
に
依

る
ミ

帝
国
郵
便

、
軍
事
技
術
上
の
設
備

(地

方
圃
艦
な
大
な

み
度

に
於
て
貢
撫

ぜ
し
む
る
所
の
澤
山

の
.勢
勘
考
為
有
す

ろ
所
の
)
な
地
方
所
得

税
に
服
ぜ
し
む

ろ
こ
こ
が
・
此
等
の
物
の
存
ブ

ろ
諸
多
の
地
方
團
盟

の
利
益
で
あ
ら
う
が
、
此
事
に

一
九

一
一
年
の
帝
圃

税
法
に
て
も
達
し
得
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
帝
国
ば

一
定

の
條
件

の
下
に
唯
だ
地
力
團
磯

に
交
付
金
為
出
す
・
;
」
に
義
務
づ
け
ら
る
ミ
い
ふ
、
、
こ
で

あ
り
、
ナ
パ
ー

マ
ン
ば
-
若
干
の
少
数
地
方
團
敵

が
之
(國
の
免
税
)
に
蕊
q
て
財
政
上
の
困
難

に
來

左
べ
き

ご
画

に
、
他

に
救
済
す
べ
昏
方
法
が

確
か
に
あ
る
。
終
局

の
救
済
方
法

詳
し
て
ば
、
其
場
合
、
困
ま

う
も
の
こ
見
做

さ
れ
得

ろ
少
数
の
地
方
團
離

の
補
助
ミ
い
ふ
、
㌔ミ
が
あ
ろ
ぐ」
い
ふ

謝

て
居

る
。

陶

(註

五

三
)
フ
グ
ナ

ー
は

、
地

方

税
が

所
得

税

の
形

か
取

る

ミ
音

に
ば

、
國

の
取

釜
物

酷

が
此

稚

11し
服

ぜ
し

め
な

く

て
ば
な

.b
聖

、
い
ふ
。

(註
五
四
)
課
税
物
件
が
数
多
地

方
團
艦

〔市

町
村
)
に
亘

ろ
場
合

の
分
配
方
法
に
關

ず
ろ

】
八
九
三
年
の
魯
魚
西
法

に
よ
れ
ば

り
鐵
濫

の
所
得
の
計
算
に
つ
い
て
些

全
話

の
固
有
鐡
遣
及
國

の
計
算

に
て
管
理

ぜ
ら

み
る
鐵
濫
生

の
細
視
義
務
め
る
企
蓼

見

倣
し
、
支
出

ぐを
超
過
す
ろ
肢
入
㊧
決
算
上

の
磁
鑓
部
為
其
所
得

ご
爲
す
も
-
其
支
出

の
中

に
、
固
定
及
運
鱒
資
本

の
三
分
半
に
當

う
も
の
な
加
筆
す
ろ
。
そ
真

て
此
全
艘

の
所
得

が
鐵
濫
の
管
理
所
、
停
車
場

、其

の
爲
め
に
ず
る
審
業
風
は
作
事

場
、叉
は
其
他

の
螢
業
伯
設
備

の
存
ず
る
各
箇

の
地
方
翻
儂

に

論

叢

納
税
霧

す

」
あ

製

第
+
太
巻

(第
二
號

四
こ

三
♀

ワ
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「

講

蹟

納
税
義
務
者

・こ
し
て
の
隣
家

第

+
六
巻

(第
二
號

四
二
)
.

三
〇
八

口

ア

う

ロ

分
賦

ぜ
ら

う
る
・;
L
＼
な

る
。
真
ば

「
入
八
五
年
法
も
大

階
同
じ
で
あ

っ
れ
。

ラ2
各
市
町
村

へ
の
分
配
方
法
に
、即
ち
数
多
の
市
町
村

に
亘

る
螢
業
叉
ぱ
鑛
山
企
業

の
所
有
叉
ば
纒
螢

よ
り

の
地
方
税
義
務
あ
る
所
得

の
分
配
ば
、

(關
係
地

方
團
艦

"」
義
務
者

ご
の
間

に
別
段
の
標
準
が
協
定

さ
れ
ざ
る
だ
げ
に
て
ば
.次
の
方
法
ε
す
。

ラ巨
魁
瞼

、
銀
行
及
信
用
的
業
務

ド
て
は
、
全
榿
の
経
管

の
中
央
部
の
存
す
ろ
地
方
が
全
所
得

の
十
分

】
な
先
づ
取
り
、
真
盛

々
各
地
方
團
躍
に

て
得
ら
れ
拠
る
総
取
入
の
割
合

ド
慮
じ
て
分
配
す
。

ラΦ
其
他

の
掛
合
は
、各
地
方
図
盤

に
て
生
す

る
給

料
及
貸
金

費

輿
金

な
含
め
)
の
割
合
に
よ
る
。
但

し
鐵
遺
に
あ
り
て
ば

、
】
般
行
政

に
従
事
す

ゐ
人

㊨
給
料
賞
典
企
及
貸

金
に
其

二
分

[
な
、
工
場
及
運
輸
に
從
事

す
み
人
の
分
ば
其

三
分
二
た
標
準

と
駕
す
。

一
の
工
場
停
車
場
等
が
諸
多

の

地
方

に
及

ぶ
己
き
は
、
分
配
に
面
積
の
割
合

ピ
維
螢
所
停

車
場
暮
の
存
立

に
よ
り
常
談
地
方
園
磯

に
生
ず

る
地
方
責
,櫓

ε
の
考
慮
の
下
に
地
方
箏

謝
.

唱

情

に
蟻

り

て
行

に

る

㌔

結

論

以
上
要
之
.
我

邦
U
て
は
國
が
納
税
義
務
者

ざ
な
る
こ
ε
は
極
め
て
稀
で
あ
り
、
外
囲

に
も
例
は
少

い
が
、
併

し
典
例
な
き
鐸
で
な
く
、
理
論
上
よ
り

い
へ
ば
、
む
し
ろ
國
の
瞥
利
的
意
義
あ
る
事
業
及
財
産
に
は
課
税
す

べ
き

根
撒
播
し
ご
い
は
な
け
れ
ば
な
ら

漁
。
け
れ
こ
も
國
が
地
方
の
納
税
義
務
者
ε
な
る
こ
ご
を
穏
當
な
ら
す

ε
す

る

の
戚
情
も
あ
り
、
そ
し
て
自
己
課
税
を
成

る
べ
く
避
け
処
し
ご
の
蜆
黙
も
あ

っ
て
、
彼
是
れ
考
合
せ
て
竿
税
ピ
し

て
は
國
は
納
め
な
い
が
、
併

し
特
に
其
爲
め
生
す

べ
き
地
方
財
政
の
困
難
及
不
公
竿
等
を
救
済
す

る
た
め
、
税
に

當
る
べ
き
相
當
の
交
付
金
を
地
方
に
交
付
す

る
こ
ご
＼
す
る
の
が
適
當
ξ
考

へ
ら
る
》
。
そ
し
て
爾
其
上
に
も
國

の
當
該
事
業
及
財
産

の
管
理
及
経
理
上
K
も
適
當
な
る
注
意
を
彿

ふ
こ
ご
を
忘
れ
て
は
な
ら

諏
。
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